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症例研究
「糖尿病患者の歯清と総医、混合歯列期のＰ重防」

2023年度指導計画
新規個別指導の予定件数 前年比100件超増加

教えて！会長!!「電子カルテ」とは その１

研究会・行事 ご案内

オンライン請求「義務化」方針の
撤回を求める署名にご協力を

社保・学術部長談話

７月歯科用貴金属価格改定 金パラは引き下げ

経営・税務相談Q＆A　No.405

INTERVIEW
健康保険証廃止、情報の中央集権化
「今のやり方は危険」
荻原 博子（経済ジャーナリスト）

オンライン資格確認請求訴訟
第二次訴訟で原告団結成集会

マイナ保険証・オン資システム
トラブル報道相次ぐ 阿部理事にテレビ取材も
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12２０２３年度第１回メディア懇談会
健康保険証廃止の問題点を指摘

落
ち
て
い
た

指
に
小
学
生
は

さ
ぞ
驚
愕
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。

去
る
４
月
、
京

都
府
で
男
性
配

達
員
が
営
業
車
の
ド
ア
に
指
を

挟
み
受
傷
。の
ち
に
切
断
さ
れ

た
指
が
発
見
さ
れ
た
事
件
だ
。

こ
れ
は
単
な
る
事
故
報
道
に
収

ま
る
ま
い
。こ
の
事
象
が
物
語

る
の
は
伏
在
し
た
労
働
事
情
と

言
え
よ
う
▼
日
常
に
傷
病
は
つ

き
も
の
だ
。そ
の
と
き
誰
も
が

そ
の
治
癒
に
向
け
て
行
動
す

る
。
し
か
し
意
に
反
し
、
そ
の

よ
う
に
動
け
な
い
人
々
が
増
え

て
い
る
。
労
災
や
休
業
保
障
に

縁
遠
い
非
正
規
や
請
負
、
休
養

の
権
利
を
行
使
す
れ
ば
失
職
の

憂
き
目
に
あ
う
就
労
環
境
で
は

傷
病
者
の
待
遇
・
行
動
心
理
は

定
石
通
り
で
は
な
い
▼「
つ
な

げ
る
の
は
ク
ビ
か
ユ
ビ
か
？
」。

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
投
げ
か
け

を
し
て
お
き
な
が
ら
だ
が
、こ

ん
な
二
択
は
愚
問
の
極
み
。ど

ち
ら
も
救
わ
れ
て
然
る
べ
き
だ

ろ
う
。
医
療
の
進
歩
、
受
診
体

制
の
拡
充
を
他
所
に
、
見
過
ご

さ
れ
が
ち
な
「
受
診
機
会
の
不

平
等
と
躊
躇
」。一
部
の
人
た

ち
の
健
康
維
持
の
権
利
が
画
餅

と
化
し
、
時
計
を
巻
き
戻
し
た

社
会
。私
た
ち
は
目
の
前
の
患

者
に
加
え
て
、目
の
前
に
現
れ

な
い
患
者
に
も
思
い
を
馳
せ
、

そ
の
改
善
を
促
し
た
い
。�（
三
）

マイナ保険証にトラブル続出マイナ保険証にトラブル続出
健康保険証廃止は撤回を！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
止
ま
ら
な

い
。コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

別
人
の
住
民
票
や
廃
止
し
た
印

鑑
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
な

ど
、
各
種
証
明
書
の
誤
発
行
に

よ
り
、
個
人
情
報
の
流
出
の
懸

念
は
一
層
深
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
を
一
体
化
し
た
マ

イ
ナ
保
険
証
に
、
別
人
の
情
報

が
紐
づ
け
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
約
７
千
300
件
に
上
る
こ
と
が

発
覚
し
た
。
23
日
に
は
他
人
の

銀
行
口
座
を
紐
づ
け
る
ミ
ス
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、〝
過
去

の
受
診
履
歴
や
投
薬
情
報
な
ど

が
一
元
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
正

確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診
療
・

薬
の
処
方
が
受
け
ら
れ
る
〟
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

別
人
の
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ
て

い
る
と
な
る
と
、
命
に
か
か
わ

る
大
事
件
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
例
え
ば
、
同
姓
同
名
の
別

人
の
医
療
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
表

示
さ
れ
た
医
療
情
報
を
元
に
し

た
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
投
薬

禁
忌
で
あ
る
薬
を
処
方
し
て
し

ま
う
可
能
性
や
、
行
え
な
い
処

置
を
行
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。
誤
情
報
を
元

に
し
た
と
し
て
も
医
療
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
、
責
任
を
問
わ

れ
る
の
は
医
療
者
で
あ
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
で
も
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
被
保
険

者
資
格
が
あ
る
の
に
該
当
な
し

と
表
示
さ
れ
る
、
機
器
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
が
読

5
月
17
日
、
参
議
院
地
方
創

生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
参

考
人
質
疑
に
て
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
の
竹

田
智
雄
副
会
長
が
参
考
人
の
１

人
と
し
て
意
見
陳
述
、
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。
竹
田
副
会
長
は

15
分
の
陳
述
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
（
オ
ン

資
）
導
入
義
務
化
に
よ
っ
て
、

地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
医
療

機
関
が
閉
院
、
廃
院
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
オ
ン
資

の
運
用
を
開
始
し
た
医
療
機
関

で
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て

い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
健

康
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
た

場
合
、
申
請

が
前
提
の「
資

格
確
認
書
」

で
は
申
請
漏

れ
が
起
き
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
点
と
し

て
挙
げ
た
。
ま
た
、
介
護
現
場

で
の
保
険
証
運
用
の
現
状

や
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
な
っ
た

際
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

質
疑
で
は
、
立
憲
民
主
党
の

小
沼
巧
議
員
か
ら
「
地
域
医
療

へ
の
悪
影
響
の
実
態
を
詳
細
に

説
明
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ら

れ
、
竹
田
副
会
長
が
相
談
を
う

け
た
70
代
の
歯
科
開
業
医
が
歯

科
医
院
を
閉
院
す
る
に
い
た
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
「
脳

梗
塞
で
在
宅
療
養
と
な
っ
た
患

者
に
歯
科
訪
問
診
療
を
行

い
、
経
口
摂
取
が
で
き
る
ま
で

回
復
さ
せ
る
よ
う
な
熱
心
な
先

生
だ
っ
た
が
、
保
険
証
が
な
く

な
る
こ
と
で
、
今
後
が
不
安
に

な
り
、
う
つ
病
を
発
症
し
閉
院

に
至
っ
た
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ

な
が
ら
説
明
し
た
。

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
全
国
連
絡
協
議
会
の
家
平
悟

事
務
局
長
は
、
参
考
人
と
し

て
、
障
害
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
す
る
際
の
ハ
ー

ド
ル
に
つ
い
て
説
明
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
登
録
す
る
た

め
の
写
真
に
つ
い
て
、
ヘ
ッ
ド

レ
ス
ト
が
あ
る
と
不
可
や
、
全

盲
で
病
気
の
た
め
黒
目
が
な
い

人
が
不
可
と
さ
れ
る
な
ど
問
題

点
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
体
幹

が
維
持
で
き
な
い
場
合
、
顔
認

地
域
医
療
に
悪
影
響

「
閉
院
に
追
い
込
ま
れ
る
医
院
も
」

保
団
連
・
竹
田
副
会
長
が
国
会
で
訴
え

み
取
れ
な
い
、
顔
認
証
が
で
き

な
い
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る

と
、
保
険
証
で
確
認
す
る
よ
う

促
さ
れ
る
。
保
険
証
を
廃
止
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
に
確
認
す
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
の
全
国
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
問
題
点
が
浮
き
彫

り
に
な
り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

証
シ
ス
テ
ム
で
認
証
さ
れ
な
い

点
も
問
題
だ
と
し
た
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
て
な
い
人

は
資
格
確
認
書
を
申
請
す
る
と

い
う
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
し
ろ
、
資
格
確
認
書
に
し

ろ
、
意
思
表
示
が
で
き
な
い
場

合
や
自
身
で
申
請
が
で
き
な
い

場
合
、
誰
が
責
任
を
持
っ
て
申

請
し
て
く
れ
る
の
か
、
何
も
示

さ
れ
な
い
ま
ま
制
度
だ
け
が
先

走
る
の
は
お
か
し
い
と
強
く
訴

え
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推

進
に
賛
成
の
意
見
を
述
べ
た
参

考
人
で
あ
る
中
央
大
学
国
際
情

報
学
部
の
石
井
夏
生
利
教
授

は
、「
社
会
全
体
の
技
術
発
展

が
目
覚
ま
し
く
、
行
政
だ
け
が

デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
遅
れ
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞
く
場
を

設
け
る
べ
き
で
あ
り
、
資
格
確

認
書
は
申
請
主
義
と
な
っ
て
い

る
が
、
申
請
で
き
な
い
方
へ
の

手
当
は
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
こ
の
問

題
に
つ
い
て
多
く
取
り
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

当
初
5
月
19
日
に
見
込
ま
れ

て
い
た
参
議
院
地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
で
の
採
決
は

延
期
さ
れ
た
。
協
会
で
は
、
引

き
続
き
、
保
険
証
廃
止
の
撤
回

を
求
め
て
い
く
。

竹田智雄副会長

東京歯科保険医協会

2023年度第51回定期総会のご案内
　当会の第51回定期総会を下記の通り開催いたします。ご多用中
のことと存じますが、ぜひ、ご出席下さいますようお願いいたし
ます。また、すでに５月上旬に往復葉書により「第51回定期総会
・記念講演　出欠票」をお送りしております。こちらもご返送、
お願いいたします。

【総会議事】
 Ⅰ 総会
 ◆開催日時　2023年６月18日（日）午後２時30分～６時
 ◆開催場所　中野サンプラザ 13階コスモルーム
　　　　　　（住所：東京都中野区中野４－１－１）
 ◆総会議事　午後２時30分～４時15分
 ◆議　　案
 　１号議案　2022年度活動報告の承認を求める件
 　２号議案　2022年度決算報告の承認を求める件
 　　　　　　(付 会計監査報告)
 　３号議案　2023年度活動計画案承認の件
 　４号議案　2023年度予算案承認の件
 　５号議案　役員改選の件
 　６号議案　決議採択の件

　人口構造の変化、情報化や国
際化の進展など、我が国の保健
医療を取り巻く環境の変化によ
り、医療・介護に係る頻繁な制
度改正が行われています。
　本講演では、2025年問題・
2040年問題、地域医療構想・地
域包括ケアシステム、感染症対
応、医療DXなどの保健医療に
係る最近の話題の解説ととも
に、私の行政官としての歯科分
野との関わりから歯科分野への
期待を述べたいと思います。

　また、今後の医療経営においては、国の政策の動
向を「先取り」していくこと、そして、地元自治体
の「意向を把握」していくことが非常に重要な時代
になってきており、行政とのコミュニケーションの
持ち方の秘訣も紹介させていただきます。

山本光昭氏

 Ⅱ 総会記念講演
 ◆時　間　午後４時30分～６時
 ◆テーマ　

 「保健医療に係る最近の話題と歯科分野への期待」
   講師：山本 光昭 氏（社会保険診療報酬支払基金理事）

11オンライン請求“義務化”・
　オン資”義務化”・健康保険証”廃止”
撤回を求め、署名を国会に届けました

（ 1） 第６３９号 ２０２３年（令和５年）６月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所 
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
� いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 2）第６３９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）６月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

社保・学術部長社保・学術部長

談話談話

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
の
撤
回
を
求
め
る

　
　
〜
現
場
の
声
を
反
映
し
、

　
　
　
医
療
機
関
側
に
裁
量
権
を
与
え
よ
〜

３
月
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お

い
て
、
厚
労
省
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
割
合
を

100
％
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

案
」
を
提
示
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
２
０
２
４
年
４
月
以
降
は
光
デ

ィ
ス
ク
等
の
電
子
媒
体
に
よ
る
請
求
の
新
規
適
用

を
認
め
ず
、
現
行
の
電
子
媒
体
で
レ
セ
プ
ト
請
求

を
し
て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
２
０
２
４
年

９
月
末
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移
行
を
原

則
「
義
務
化
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
10
月
以
降
も

電
子
媒
体
で
請
求
（
自
院
で
レ
セ
コ
ン
を
未
所
有

で
外
部
委
託
に
よ
り
電
子
媒
体
で
請
求
し
て
い
る

場
合
な
ど
）
を
継
続
す
る
場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
へ
の
移
行
計
画
の
提
出
を
求
め
て
１
年
単
位

の
経
過
措
置
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙

レ
セ
プ
ト
請
求
に
つ
い
て
は
、
レ
セ
コ
ン
未
使
用

時
の
新
規
適
用
を
２
０
２
４
年
４
月
で
打
ち
切

り
、
４
月
以
降
も
紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
す
る
に
は

要
件
を
満
た
す
旨
の
届
出
を
改
め
て
求
め
る
と
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
、「
義
務
化
」
を
強
行
す
る

た
め
に
２
０
２
３
年
度
中
に
診
療
報
酬
に
関
す
る

請
求
省
令
を
改
正
す
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

東
京
都
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
を
し

て
い
る
歯
科
医
療
機
関
は
26
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
昨
年
５
月
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
よ

り
、
レ
セ
プ
ト
請
求
が
一
時
的
に
で
き
な
い
状
況

が
生
じ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
一
斉
に
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
懸
念
が
あ
り
、
現
行
の
運
用
に
何

ら
問
題
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
診
療
報
酬
の
請

求
方
法
を
限
定
す
る
実
質
的
な
義
務
化
の
強
要

は
、
医
療
機
関
に
混
乱
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。
診

療
報
酬
の
請
求
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
地
域
医

療
の
崩
壊
を
加
速
さ
せ
、
医
療
提
供
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
最
終
的
に
患
者
・
国
民
へ

波
及
し
か
ね
な
い
。

当
協
会
の
会
員
か
ら
も
「
裁
量
権
の
な
い
強
制

的
な
義
務
化
は
閉
院
を
意
味
す
る
」、「
一
方
的
な

押
し
付
け
に
は
断
固
反
対
す
る
」
な
ど
、
義
務
化

の
撤
回
を
求
め
る
声
や
裁
量
の
自
由
を
求
め
る
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

国
や
国
保
連
合
会
、
支
払
基
金
な
ど
の
審
査
等

の
業
務
効
率
化
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
利
活
用
な

ど
ば
か
り
を
強
調
し
、
現
場
を
あ
ず
か
る
医
療
機

関
側
に
は
全
く
裁
量
権
を
与
え
な
い
強
制
的
な
義

務
化
方
針
の
撤
回
を
強
く
求
め
る
。

２
０
２
３
年
５
月
26
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

社
保
・
学
術
部
長

本
橋　
昌
宏

歯
科
用
貴
金
属
価
格
の
随
時

改
定
が
５
月
17
日
の
中
医
協
で

議
論
さ
れ
、
７
月
以
降
の
歯
科

用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
以

下
、
金
パ
ラ
）
の
告
示
価
格
が

引
き
下
げ
と
な
っ
た
。
一
方
、

銀
合
金
は
変
更
な
し
、
14
カ
ラ

ッ
ト
は
引
き
上
げ
と
な
っ

た
。（
表
）。
金
の
価
格
は
上
昇

傾
向
で
、
今
年
２
月
頃
か
ら
は

そ
の
傾
向
が
よ
り
強
ま
っ

た
。
パ
ラ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
の

10
月
頃
か
ら
下
降
し
て
お

り
、
４
月
初
頭
を
底
値
に
、
現

在
は
上
昇
し
て
い
る
。

今
回
の
随
時
改
定
は
、
２
０

２
２
年
11
月
か
ら
23
年
４
月
の

平
均
価
格
を
用
い
て
価
格
を
決

め
る
が
、
金
の
価
格
の
上
昇
よ

り
も
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
価
格
が

下
が
っ
て
い
る
影
響
が
強
く
反

映
さ
れ
、
金
パ
ラ
は
引
き
下
げ

と
な
っ
た
。

７
月
以
降
の
点
数
は
、
詳
細

が
公
表
さ
れ
次
第
、
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
、
機

関
紙
な
ど
で
伝
え
る
。

表：各種貴金属の告示価格の変更

区分 ６月まで ７月以降 差額

歯科鋳造用歯科鋳造用
金銀パラジウム合金金銀パラジウム合金

1ｇ当たり 3,391円 3,077円 -314円
(30ｇ当たり) (101,730円) (92,310円) (-9,420円)

歯科鋳造用銀合金歯科鋳造用銀合金
第第１１種種

1ｇ当たり 151円 151円 0円
(30ｇ当たり) (4,530円) (4,530円) (0円)

歯科鋳造用銀合金歯科鋳造用銀合金
第第２２種種

1ｇ当たり 184円 184円 0円
(30ｇ当たり) (5,520円) (5,520円) (0円)

歯科鋳造用14カラット歯科鋳造用14カラット
金合金鉤用金合金鉤用

1ｇ当たり 6,579円 6,800円 221円
(30ｇ当たり) (197,370円) (204,000円) (6,630円)

金パラは引き下げ

７７月歯科用貴金属価格改定月歯科用貴金属価格改定

オンライン請求「義務化」方針の
撤回を求める署名にご協力を

厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労

省
）
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
概

ね
２
０
２
４
年
４
月
か
ら「（
レ

セ
プ
ト
の
）
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
割
合
を
100
％
に
近
づ
け

る
」
と
す
る
、
事
実
上
「
義
務

化
」
の
方
針
を
示
し
た
。
一
方

厚
労
省
が
電
子
媒
体
で
請
求
し

て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
行

っ
た
調
査
で
は
、
23
年
度
中
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
開
始
す

る
」
と
の
回
答
は
51
％
に
留
ま

り
、
47
％
は
「
移
行
の
予
定
は

な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
実

態
か
ら
か
け
離
れ
た
方
針
提
示

に
現
場
で
は
「
納
得
が
い
か
な

い
」
と
の
声
が
広
が
っ
て
い

る
。現

状
の
ま
ま
で
大
き
な
問
題

が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
突
然

の
「
義
務
化
」
方
針
の
提
示
に

対
し
、
会
員
か
ら
「
医
療
機
関

に
裁
量
権
が
な
い
状
況
で
の
強

制
的
な
義
務
化
は
閉
院
を
意
味

す
る
」
な
ど
の
怒
り
の
声
が
協

会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
閉
院

を
余
儀
な
く
さ
れ
れ
ば
、
地
域

医
療
に
大
き
な
混
乱
を
来

し
、
患
者
が
行
き
場
を
失
う
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
協
会
で
は
「
義
務

化
の
撤
回
を
求
め
る
署
名
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
現
場
の
声
を
、
厚
労

省
、
国
会
議
員
に
な
ど
に
働
き

か
け
て
い
く
。

署
名
は
、
署
名
用
紙
ま
た
は

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で
行

っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力

し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
署
名
用
紙
を
ご
希
望

の
方
は
、
協
会
ま
で
お
電
話

（
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９

９
：
社
保
・
学
術
部
）
い
た
だ

き
た
い
。

Web署名はこちらから
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加加藤藤勝勝信信  厚厚生生労労働働大大臣臣  殿殿  

  

オオンンラライインン請請求求「「義義務務化化」」方方針針のの撤撤回回をを求求めめるる要要請請書書  
 

厚生労働省は３月 23 日、社会保障審議会（医療保険部会）に、光ディスクなどで請求

する医療機関に対して、原則 2024 年９月末までにオンライン請求に移行することを実

質上義務付ける計画案を示しました。紙レセプト請求者に対しても、2024 年４月以降は

新規適用を終了し、既存の適用者には改めて届出を提出させる計画です。そのため 2023

年度中に請求省令を改正し、期限を区切って実施を迫るものとなっています。 

この間矢継ぎ早に「オンライン資格確認の義務化」が示され、「健康保険証の廃止」法

案が国会に提出される中、それに便乗する形で突然示されたものです。コロナ禍により

疲弊した医療現場に多大な負担と不安、混乱をもたらすものです。 

光ディスク等で請求する医療機関は、歯科診療所の７割（約 35,400 機関）、医科診療

所の２割（約 12,000 機関）です。 

高齢医師・歯科医師等が多い紙レセプト請求医療機関に、改めて届出を求めるなどす

れば、かえって閉院・廃院を後押しかねません。さらに紙レセプトの新規適用を 2024 年

３月末で終了させる方針は、患者減等の事情により、紙レセプトに切り替える道を閉ざ

し、閉院時期を早めることになりかねません。 

長引くコロナ禍の中、安心・安全の医療が最優先であるにもかかわらず、医療ＤＸ推

進ありきで地域医療に混乱を持ち込み、医療機関の経営を窮地に追い込むこのような政

策は本末転倒です。 

地域医療存続のために下記事項の実現を強く要請します。 

 

記 

 

一、オンライン請求「義務化」方針を撤回すること 

一、紙レセプトの新規適用を認めるとともに、すでに認められている医療機関に改めて

届出を行うことを求めないこと 

 

【私の一言】 

 

 

 

 

 2023 年  月  日 

 

                          住   所 

                          医療機関名 

                       氏   名              （ゴム印可） 

５月15日に会員にFAX送付した署名用紙兼要請書
改めて必要な場合は協会までご連絡いただきたい

― 現場の声をお寄せください ―

　
　
　
　

診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
対
応
方
針
を
提
示

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、

「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
へ
の
対

応
方
針
（
案
）」
を
明
ら
か
に

し
た
。
診
療
報
酬
改
定
時
に
お

い
て
は
、
現
状
、
医
療
機
関
や

関
連
事
業
者
な
ど
が
短
期
間
で

集
中
的
に
対
応
す
る
た
め
、
大

き
な
業
務
負
荷
が
生
じ
て
い
る

と
し
て
、
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
最
大
限
に
活
用
し
、
医

療
機
関
な
ど
の
負
担
の
極
小
化

を
目
指
す
と
い
う
。
そ
の
た

め
、
診
療
報
酬
改
定
時
期
を
後

ろ
倒
し
、
シ
ス
テ
ム
改
修
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
な
ど
を

含
め
、
施
行
時
期
、
施
行
年
度

に
つ
い
て
中
医
協
の
議
論
を
経

て
、
今
夏
ま
で
に
決
定
す
る
と

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
４
月
に
示
さ
れ
た
診

療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
対
応
方
針

（
案
）
の
中
で
は
、
改
定
施
行

時
期
の
後
ろ
倒
し
等
ほ
か
、「
共

通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
・

運
用
」「
共
通
算
定
マ
ス
タ
・

コ
ー
ド
の
整
備
と
電
子
点
数
表

の
改
善
」「
標
準
様
式
の
ア
プ

リ
化
と
デ
ー
タ
連
携
」
の
計
４

つ
の
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
、
２

０
２
４
年
度
か
ら
段
階
的
に
実

現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
動
向
に
よ
り
医
療
機

関
に
与
え
る
影
響
も
大
き

く
、
中
医
協
の
議
論
を
含
め
、

協
会
で
は
引
き
続
き
状
況
を
注

視
し
、
本
紙
や
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
随

時
伝
え
て
い
く
。

治療薬「シダキュア」 治療薬「シダキュア」 
歯科医療機関が注意喚起歯科医療機関が注意喚起

今
春
は
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量

が
多
く
、
治
療
薬
「
シ
ダ
キ
ュ

ア
」
へ
の
需
要
が
増
し
て
い

る
。
ス
ギ
花
粉
症
、
ダ
ニ
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
す
る
舌
下

投
与
免
疫
療
法
に
用
い
ら
れ
る

「
シ
ダ
キ
ュ
ア
」
だ
が
、
想
定

を
上
回
る
注
文
が
継
続
し
て
い

る
と
し
、
４
月
上
旬
、
メ
ー
カ

ー
は
出
荷
調
整
を
発
表
し
た
。

一
方
で
、
シ
ダ
キ
ュ
ア
に
つ

い
て
は
、
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
、
重
篤

な
副
作
用
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
か
ら
従
来
、
厚
生
労

働
省
が
留
意
事
項
の
周
知
を
行

っ
て
き
た
。
メ
ー
カ
ー
で
も
抜

歯
な
ど
口
腔
内
の
手
術
、
治
療

を
行
っ
た
後
、
シ
ダ
キ
ュ
ア
を

服
用
す
る
前
に
は
医
師
に
相
談

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
春
の
花
粉
飛

散
な
ど
の
状
況
に
配
慮
し
、
歯

科
医
療
機
関
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
改
め
て
周
知

す
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
シ
ダ
キ
ュ
ア
を

処
方
さ
れ
て
い
る
患
者
に
対

し
、
事
前
に
申
し
出
る
よ
う
促

す
も
の
だ
。

花
粉
症
対
策
を
め
ぐ
っ
て

は
、
岸
田
文
雄
首
相
が
４
月
３

日
の
参
院
決
算
委
員
会
で
「
我

が
国
の
社
会
問
題
と
言
っ
て
い

い
よ
う
な
問
題
で
あ
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た
。
ま
た
、
６
月

ま
で
に
対
策
を
ま
と
め
る
よ
う

関
係
省
庁
に
指
示
し
た
と
も
報

道
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
向

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　保団連が運営する「保団連情報サービス」に登録　保団連が運営する「保団連情報サービス」に登録
すれば、他協会・医会が開催する研究会などにWebすれば、他協会・医会が開催する研究会などにWeb
参加できます。当会会員の先生も参加できます。当会会員の先生も、、ぜひぜひ、、ご登録を。ご登録を。

保団連情報サービスのご案内保団連情報サービスのご案内

全国の保険医協会・医会開催の
Web研究会に参加できます!!

そのほか、「月刊保団連」「全国保険医新聞」
の閲覧や、診療報酬関連情報などの収集もでき
ます。右QRコードを読み取りご登録ください。

シダキュア服用者は事前に申し出を

改
定
時
期
は
今
夏
ま
で
に
決
定

診
療
報
酬

診
療
報
酬



  

「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
を
さ
ら
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 3） 第６３９号 ２０２３年（令和５年）６月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

会員寄稿 「声」

「かかりつけ歯科医」の色

～子ども編～

長尾　広美 （ながお・ひろみ）／北区

す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の
あ

る「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」の

は
し
く
れ
で
あ
る
う
ち
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
、
子
ど
も
の
患
者

さ
ん
が
比
較
的
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。子
ど
も
は
、大
き

く
な
る
過
程
で
思
春
期
を
必
ず

通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、そ
う
い
う
難
し
い
時
期
真

っ
た
だ
中
の
子
の
予
約
を
取
る

時
、お
母
さ
ん
方
は
一
様
に

「
先
生
に
失
礼
な
態
度
を
取
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。確
か
に
最
初
は

「
こ
こ
よ
り
先
は
入
る
べ
か
ら

ず
」と
い
う
貼
り
紙
が
お
で
こ

に
付
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
。た
だ
私
は
元
来
、

が
さ
つ
な
性
格
な
の
で
そ
ん
な

こ
と
お
か
ま
い
な
し
に
そ
の
貼

り
紙
を
引
っ
ぺ
が
し
て
ズ
カ
ズ

カ
と
入
り
込
ん
で
、歩
み
寄
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
子
ど
も
た
ち

が
ち
ょ
っ
と
だ
け
昔
に
戻
っ
た

よ
う
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ふ
と
小

さ
か
っ
た
頃
の
よ
う
な
表
情
を

見
せ
て
話
し
て
く
れ
た
り
、
笑

っ
て
く
れ
た
り
。
そ
し
て
、
そ

ん
な
様
を
心
配
そ
う
な
お
母
さ

2023年度

指導計画

前
年
比
133
件
増
加

協
会
が
関
東
信
越
厚
生
局
東

京
事
務
所
に
行
っ
た
開
示
請
求

で
、
新
規
個
別
指
導
の
予
定
件

数
が
昨
年
度
よ
り
も
大
幅
に
増

え
て
532
件
（
前
年
比
133
件
増
）

実
施
予
定
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
開
業
か
ら
概
ね
1
年
後

に
新
規
個
別
指
導
の
通
知
が
届

く
が
、
実
施
要
領
で
は
「
新
規

指
定
か
ら
概
ね
６
カ
月
経
過

後
、
１
年
以
内
に
実
施
す
る
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

新
規
個
別
指
導
実
施
件
数
増

新
規
個
別
指
導
は
、
８
月
、

９
月
お
よ
び
３
月
を
除
い
て
実

施
さ
れ
、
対
象
は
２
０
２
３
年

３
月
ま
で
に
新
た
に
指
定
を
受

け
た
医
療
機
関
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
度
は
１
日
３

ク
ー
ル
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

を
４
ク
ー
ル
に
増
や
し
て
実
施

件
数
を
増
や
す
。

個
別
指
導
の
特
徴

高
点
数
に
よ
る
選
定
な
し

23
年
度
の
個
別
指
導
へ
の
選

定
理
由
の
内
訳
は
、「
情
報
提

供
」
21
件
、「
再
指
導
」
55

件
、「
そ
の
他
」
８
件
、
合
計

84
件
と
な
り
、
高
点
数
に
よ
る

個
別
指
導
は
実
施
し
な
い
。
ま

た
、
個
別
指
導
は
、
８
月
お
よ

び
３
月
を
除
き
、
毎
月
実
施
さ

れ
る
。

集
団
的
個
別
指
導

平
均
点
数
１
千
475
点
以
上

集
団
的
個
別
指
導
は
、
22
年

度
の
レ
セ
プ
ト
１
枚
当
た
り
の

平
均
点
数
が
、
東
京
都
の
平
均

点
数
の
１
・
２
倍
を
超
え
る
医

表：指導日程と計画（開示請求資料から協会が作成）
区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

集団的集団的
個別指導個別指導

— — — — — 433件＊ — — — — — —
２回

433件

新規新規
個別指導個別指導

25日(火)

52件

23日(火)

60件

20日(火)

60件

11日(火)

60件
— —

23日(月)

60件

28日(火)

60件

19日(火)

60件

16日(火)

60件

16日(金)

60件
—

９回

532件

個別指導個別指導
20日(木)

６件

30日(火)

10件

27日(火)

10件

25日(火)

10件
—

15日(金)

11件

17日(火)

10件

21日(火)

10件

12日(火)

6件

30日(火)

6件

27日(火)

5件
—

10回

84件

＊：２日に分けて実施予定

療
機
関
433
件
に
対
し
、
９
月
に

2
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ

る
。
東
京
都
の
平
均
点
数
は
１

千
229
点
で
、
選
定
さ
れ
た
医
療

機
関
は
平
均
点
数
が
１
千
475
点

以
上
の
医
療
機
関
で
あ
る
。
な

お
、
参
照
し
て
い
る
平
均
点
数

は
、
22
年
４
月
〜
９
月
診
療
分

の
も
の
。

通
知
が
来
た
ら
協
会
へ

ご
相
談
を

東
京
都
で
は
、
23
年
度
は
高

点
数
を
理
由
に
し
た
個
別
指
導

は
行
わ
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

５
年
間
で
み
る
と
多
い
年
で
も

わ
ず
か
４
件
し
か
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。
委
縮
診
療
に
陥
ら

ず
、
保
険
診
療
の
ル
ー
ル
に
則

り
、
算
定
要
件
を
理
解
し
て
適

切
な
請
求
お
よ
び
適
切
な
カ
ル

テ
記
載
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
問

題
な
く
指
導
は
終
了
す
る
。

な
お
、
通
知
が
届
い
た
場
合

は
一
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
な

く
、
遠
慮
な
く
協
会
ま
で
お
電

話
い
た
だ
き
た
い
。

日　時 ２０２３年９月１０日（日）午後１時30分～午後６時（予定）
場　所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町２-４-１）
記念シンポジウム記念シンポジウム
　「これからの歯科を考える」　「これからの歯科を考える」（午後１時30分～午後３時30分）
講師　田口 円裕 氏（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）
　　　宮原 勇治 氏（社会保険診療報酬支払基金審査統括部 歯科専門役）

記念レセプション記念レセプション（午後４時～午後６時）
パーティー会場で開催！楽しい抽選会もご用意しております♪
ミニデンタルショーも同時開催！

記念シンポジウム講師決定!!

この度、東京歯科保険医協会の設立50周年を祝して、下記の通りイ
ベントを開催する運びとなりました。
　設立当初、180名ほどだった会員数が、50年の時を経て、およそ6,000
名が加入する大きな組織へと成長できたことを、皆様と一緒にお祝い
したいと思います。また、これまでの歴史を振り返るとともに、これ
からの歯科を考え、より一層会員に頼りにされる協会となるための第
一歩としたいと思います。

９月１０日（日）開催
in都市センターホテル

7月より参加予約開始！皆様お誘いあわせのうえご参加ください

５０５０周年記念企画周年記念企画
これからの歯科を考えるこれからの歯科を考える
今後もより一層頼りになる存在としてあるために今後もより一層頼りになる存在としてあるために

医科 歯科
診療所一般病院 一般診療所

2008年 14.2 14.7 31.0

2011年 21.9 21.2 30.7

2014年 34.2 35.0 49.5

2017年 46.7 41.6 57.3

2020年 57.2 49.9 48.7

表 電子カルテの普及率（％）
厚労省「医療施設調査」より協会作成

当
然
で
す
が
、
ま
ず
は
医
科

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
し
か

し
、
歯
科
も
電
子
カ
ル
テ
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準

化
と
は
、
国
際
基
準
に
な
り
つ

つ
あ
る
標
準
規
格
準
拠

（H
L
7 F
H
IR

規
格
で
の

デ
ー
タ
・
情
報
が
で
き
る
）
を

活
用
し
て
、
共
有
す
べ
き
項
目

の
標
準
コ
ー
ド
や
交
換
手
順
を

厚
労
省
が
定
め
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
一
般
診
療
現
場
で
の
必
要

な
情
報
の
標
準
化
（
統
一
）
を

行
政
側
が
明
確
に
示
す
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。

表
に
、
厚
労
省
の
医
療
施
設

調
査
か
ら
電
子
カ
ル
テ
の
普
及

率
を
示
し
ま
し
た
。
直
近
の
２

０
２
０
年
で
は
、
歯
科
診
療
所

に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ
の
普
及

率
は
48
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
驚
き
ま
せ
ん
か
？
デ
ー
タ

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準

化
と
は
。

で
は
半
数
近
く
が
す
で
に
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
の
調

査
結
果
で
す
。
本
当
な
の
で
し

ょ
う
か
。

レ
セ
コ
ン
と
電
子
カ
ル
テ
を

間
違
え
て
回
答
し
て
い
る
の
で

は
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
で
な
い
と
、
私
の
周

囲
の
状
況
と
整
合
性
が
取
れ
ま

せ
ん
。
レ
セ
コ
ン
と
電
子
カ
ル

テ
は
違
う
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
厚
労
省
か
ら
の
も
の

で
、
デ
ー
タ
通
り
に
歯
科
の
半

数
近
く
が
電
子
カ
ル
テ
を
導
入

し
て
い
る
な
ら
ば
、
あ
と
半
分

だ
か
ら
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
な

い
と
、
厚
労
省
が
都
合
よ
く
考

え
て
義
務
化
す
る
の
で
は
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

前
号
で
、
自
由
民
主
党
の
政

務
調
査
会
が
昨
年
５
月
に
発
表

し
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
提
言
の
概
要

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
電
子
カ
ル
テ
」
に
触
れ
ま
し

た
が
、
詳
細
を
知
り
た
い
と
の

会
員
の
声
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
電
子

カ
ル
テ
」
の
現
状
を
取
り
上
げ

ま
す
。

「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
」で
は
、日
本
の
医
療

分
野
の
情
報
の
問
題
点
や
課
題

を
根
本
か
ら
解
決
す
る
た
め
、

①
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
創
設

②
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化

（
全
医
療
機
関
へ
の
普
及
）

③
「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
」

以
上
３
つ
の
取
り
組
み
を
同
時

並
行
で
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
レ
セ
コ
ン
と
電
子
カ
ル
テ

の
違
い
は
。

紙
面
の
都
合
上
、
こ
の
ご
質

問
は
次
号
で
詳
細
に
回
答
し
ま

す
が
、
レ
セ
コ
ン
は
レ
セ
プ
ト

を
作
成
す
る
こ
と
を
主
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
電

子
カ
ル
テ
と
は
、
患
者
さ
ん
の

情
報
を
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保

存
す
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
情

報
が
一
元
管
理
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
電
子
カ
ル
テ
に
は
「
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
」
が
あ
り
ま
す
。

「
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
」
と
は
、

入
力
さ
れ
た
時
間
が
記
録
さ
れ

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
カ
ル
テ
入
力
を
行
っ
た

後
に
、
整
備
の
た
め
の
入
力
を

行
う
と
、
治
療
の
流
れ
と
は
違

う
不
自
然
な
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ

が
刻
印
さ
れ
、
不
正
請
求
が
疑

わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

新
規
個
別
指
導
の
予
定
件
数

ん
に
後
で
伝
え
る
と
、
ホ
ッ
と

し
た
よ
う
に
そ
っ
と
目
尻
を
拭

う
こ
と
も
。

こ
ち
ら
は
、
そ
の
性
格
ゆ
え

に
ラ
フ
に
接
し
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
あ
の
子
た
ち
に
と
っ
て

は
親
で
も
な
い
、
学
校
の
先
生

で
も
な
い
、
で
も
小
さ
い
頃
か

ら
知
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
ど
こ

か
か
っ
こ
つ
け
る
必
要
も
な
い

大
人
や
、
ほ
ど
よ
く
無
責
任
に

扱
っ
て
も
ら
え
る
場
所
の
存
在

は
、
あ
る
時
期
の
子
ど
も
た
ち

に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
お
休
み
処

と
い
っ
た
感
じ
な
の
で
し
ょ
う

か
。

ま
だ
小
さ
い
の
に
生
き
に
く

そ
う
な
繊
細
な
子
も
増
え
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、〝
い
ろ
い
ろ
な
大
人
が

い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
ス
タ
ン
ス
〞
で
、
子
ど
も

を
見
て
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
厚

労
省
の
「
か
か
り
つ
け
歯
科

医
」
の
定
義
に
は
ち
ょ
っ
と
ず

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

ん
な
う
ち
ら
し
い
「
か
か
り
つ

け
歯
科
医
」
の
色
が
あ
っ
て
も

い
い
の
か
な
と
思
っ
て
、
今
日

も
子
ど
も
た
ち
を
診
て
（
見

て
）
い
ま
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
」
と
は

そ
の
１

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.7171

す
。
こ
の
機
能
が
レ
セ
コ
ン
に

は
な
い
こ
と
が
、
も
っ
と
も
大

き
な
違
い
で
す
。

５
月
17
日
の
参
議
院
地
方
創

生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
本

紙
１
面
参
照
）
な
ど
を
契
機
に

し
て
、
そ
の
後
の
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

オ
ン
資
）」
な
ど
を
取
り
上

げ
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
東
京
保
険
医
協
会

（
須
田
昭
夫
会
長
）
が
中
心
と

な
っ
て
起
こ
し
た
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認

等
請
求
訴
訟
」
は
、
１
千
名
を

超
え
る
原
告
団
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
現
在
第
３
次
訴

訟
の
原
告
団
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
（
本
紙
７

面
）。
オ
ン
資
に
よ
り
回
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
せ
た
上

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
、
そ
し
て
標
準
化
し
た
電
子

カ
ル
テ
で
情
報
を
瞬
時
に
集
め

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

で
す
。
す
べ
て
の
入
り
口
は
オ

ン
資
義
務
化
な
の
で
す
…
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史



（ 4）第６３９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）６月１日 （第三種郵便物認可）
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協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

日日  時時：：６月 1５日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

済事情の変動による賃料の引き上げを求めて
いるため、近隣の賃貸物件などの相場がどの
程度かを把握することで、増加額を抑えられ
る可能性もあります。

Q　テナントオーナーから「売上がコロナ前
に回復しているようなので、賃料を上げ
させてもらってもいいか」と言われ、困
惑している。実際、それほど売上は増え
ておらず、家賃の値上げをされては困
る。どのように対応を行えばよいか。

A　家賃の値上げの請求については前述の法
律により、オーナーの一方的な要求に直ちに
応じる必要はありません。値上げに応じたく
ない場合は、話し合いの場を持ちましょう。
話し合いの期間中は、今まで通りの賃料の支
払いを行ってください。賃料の支払いをきち
んと行っている限り、値上げに応じなかった
ことを理由に、テナントを追い出されること
はありません。支払いをしないと、家賃不払
いで契約を解除される可能性がありますので
ご注意ください。賃料の交渉が折り合わず、

経営・税務相談Q＆A  No.405

テナントオーナーから家賃のテナントオーナーから家賃の

値上げの通知が来た！値上げの通知が来た！

Q　テナントオーナーからテナントの家賃の
値上げの通知が来た。周辺の建物の賃料
が上がっており、それに伴う引き上げを
行いたいとのことだ。引き上げを拒むこ
とはできるか。

A　借地借家法第32条第１項には、建物の賃
料変更の条件として、土地建物の①租税その
他の負担、②価格、③その他の経済事情、ま
たは④近くの類似物件と比較して不当となっ
たときには当事者（貸主および借主）は変更
の要求ができる、となっています。ただし、
一定期間増額をしないなどの特約がある場合
には、特約の定めに従い増額ができないとさ
れています。契約内容次第で拒むことができ
る可能性があるため、まずは契約書を確認し
ましょう。今回のケースでは、周辺地域の経

今までの家賃をオーナーが受け取らない場合
は、自治体の相談窓口や、法務局の供託制度
（家賃を預けることで「支払った」というこ
とにできる制度）などを活用します。万が
一、話し合いや調停で合意とならない場合
は、裁判により適正な家賃を決めてもらうこ
とになります。
　協会には、テナントに関するトラブルや相
談が数多く寄せられています。日常の診療の
妨げとならないためにも、契約や更新の際
は、契約書の内容をしっかり確認したうえで
行いましょう。また、協会では毎月第３木曜
日に弁護士による無料の法律相談を行ってお
ります。ご希望の方は協会経営管理部までご
連絡ください。

　セルフケアとプロフェッショナルケアの実際を患者さんのライフステージに
沿ってお伝えします。こだわりの強い方、プロケアに頼りすぎる方、重度歯周
病の方など、対応が難しい患者さんへの携わり方について歯科衛生士の立場か
らお話しします。さらにPMTC・デブライドメントでは、臨床のヒント動画
もご紹介します。日頃行っているTBIやPMTCの中でブラッシュアップの一
助になれば幸いです。　
講習内容　○TBIではどこを見て何を行うか
　　　　　○ライフステージに沿った口腔衛生指導とプロケア
　　　　　○対応が難しい患者さんへの携わり方
　　　　　○PMTCとデブライドメント～臨床のヒント～
　　　　　○メインテナンス・SPTを継続させるために
日　時　７月30日（日）午前10時～午後１時30分
講　師　波多野 映子氏（古畑歯科医院 勤務 ・歯科衛生士）
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ４F
定　員　100名(先着順)
対　象　会員の歯科医院勤務の歯科衛生士
参加費　5,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

第第２２回スタッフ講習会回スタッフ講習会

～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ・デブライドメント～～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ・デブライドメント～

予約フォーム

　2023年10月より始まるインボイス制度について、そもそもどのような制度な
のか、歯科医院にはどのような影響があるのか、歯科医院は登録した方がいい
のかなどを協会の顧問税理士である枇杷阪隆貴税理士がわかりやすく解説しま
す。インボイス制度の登録期限は９月末までです。登録期限の前に自院が登録
すべきかを当研究会で今一度確認しましょう。

日　時　８月31日（木）午後７時～９時
講　師　枇杷阪 隆貴 税理士（税理士法人税制経営研究所）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室
定　員　25名
対　象　会員、会員診療所の経理担当者
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。

インボイス制度研究会インボイス制度研究会

予約フォーム

　初めて歯科医院に勤務される方にとっては、歯科の「用語」「治療の流れ」
などわからないことだらけだと思います。先生や先輩に聞きたいことがたくさ
んあるけど、基礎的なことは聞きにくい…と悩まれている方も多いのではない
でしょうか？そこで、未経験スタッフを対象とした基礎講習会を準備いたしま
した。久しぶりに歯科業務に復帰する方や、もう一度基礎を勉強したいという
方も大歓迎です！この機会に基礎をバッチリ押さえましょう！
※保険制度の講習および実習などは含まれておりません。

予約フォーム

日　時　7月21日（金）午後７時～８時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ４F
定　員　80名
対　象　歯科医療機関未経験、または経験の浅いスタッフ
参加費　5,000円（テキスト代金含む）
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　  ※お電話でも受付中☎03-3205-2999

第第１１回スタッフ講習会回スタッフ講習会

未経験スタッフのための基礎講習会未経験スタッフのための基礎講習会

「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック2023年版」のご案内
　初めて歯科医療機関に勤務される人やもう
一度基礎を勉強したいというスタッフに向け
た書籍、「デンタルスタッフのための歯科保険
診療ハンドブック」がリニューアルして発刊
されました。スタッフ教育や研修の資料にぜ
ひご活用ください。
　なお、本書籍は「未経験スタッフのための
基礎講習会」（7/21開催、左記講習会）のテキ
ストとして使用しております（同講習会は参
加費にテキスト代を含んでいます）。講習会参
加希望の方は別途お申し込みください。
◆お申し込みは協会経営管理部まで
➡ ☎ ０３－３２０５－２９９９

書籍名：デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック
価　格：4,500円（税込、送料別）
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

第第１１回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外来環・歯援診・か強診～～歯初診・外来環・歯援診・か強診～

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感染防止
対策講習会」をWebおよび会場にて開催します。Web参加希望の場合はデ
ンタルブックに登録の上、マイページからご予約ください。決済方法は予約
後、メールにてご案内いたします。
　なお、本講習会はZoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、合格
した方に修了証をメールにてお送りする予定です。会場参加希望の場合は
QRコードを読み込み、Googleフォームよりご予約ください。

日　時　第１回　▼Web開催：６月29日（木）午後７時～８時
　　　　第２回　▼会場開催：６月29日（木）午後７時～８時
　　　　第３回　▼Web開催：７月19日（水）午後７時～８時
　　　　第４回　▼会場開催：７月19日（水）午後７時～８時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）、 Web開催（＊2）
定　員　会場開催：20名、Web開催：500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

※　Web開催申し込みの場合はデンタルブックへの登録が必要です

歯初診の施設基準対応歯初診の施設基準対応
院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会

　2023年度の新規個別指導は、概ね開業後、半年～１年以内の医療機関が選
定されています。指導対策は通知が届いてから始めたのでは準備不足となり
がちで、指導技官からの指摘や質問に正しく返答できない可能性がありま
す。講習会では指導で指摘されやすい事項を前提とした保険診療の基本的な
ルール、カルテ記載や請求方法、自費と保険の考え方を解説します。指導対
策としてだけではありませんので、開業医の先生だけでなく、勤務医の先生
にもご参加いただきたい講習会です。

日　時　７月９日（日）午後12時～５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F
定　員　50名
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員：30,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

第第１１回新規開業医講習会回新規開業医講習会

　この講習会は、１日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基
準に対応した修了証を取得できます。また、医療法で定められている年２回
の医療安全講習会にも対応しています。
【注意】「歯初診」の受講のみを目的としている方は、「院内感染防止対策講
習会」（本面右側参照）をご受講ください。「外来環」「歯援診」「か強診」の
施設基準は更新制ではありません。

日　時　６月11日（日） 
　　　　①歯初診、外来環、歯援診、か強診コース：午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外来環コース：午後４時～６時30分 
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授） 
  坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長） 
  本橋 昌宏 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
  森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F 
 （新宿区高田馬場１―29―９ TDビル３階） 
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩２分 
  東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（３番出口） より徒歩５分 
定　員　90名 
対　象　会員 
参加費　①の施設基準（４種類）：8,000円（修了証代込） 
　　　　②の施設基準（２種類）：5,000円（修了証代込） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 予約フォーム

第第１１回学術研究会回学術研究会
「認知症の人の口を支える基礎知識「認知症の人の口を支える基礎知識

出来ない理由にしないために」出来ない理由にしないために」
　8020達成者が2016年には５割を超え、継続的な口腔管理が必要不可欠であ
ることは誰もが認識しているところです。その一方で、80歳以上になると認
知症発症のリスクも急速に高まります。認知症が進行すると自立した口腔清
掃が困難となり、う蝕や歯周病の発症リスクが上がります。さらには介護者
などによる支援を受け入れることが困難になるケースも多く、口腔管理は一
層困難となります。
　認知症の人を歯科としてどう支えるか、皆様方と考えるお時間を頂けまし
たら幸いです。（講師より）

日　時　６月22日（木）午後７時～９時
講　師　平野 浩彦 氏（東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）、 Web配信（＊2）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円）
予　約　QRコードからお申し込みください。 予約フォーム

＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

　　　交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分

  東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊２　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。

WEB開催  会場開催
第３・４回

WEB開催  会場開催
第 1・2 回

予約フォーム

　これから歯科訪問診療を始めようと思っている先生や、改めて歯科訪問診療
の保険請求の方法を確認したい先生に向けて、診療報酬やカルテ記載の基本事
項にフォーカスした講習会を開催します。歯科訪問診療に踏み出せない理由の
一つに「歯科訪問診療に伴う保険請求の仕方がわからない」という声が寄せら
れています。講習会に参加して、歯科訪問診療の一歩を踏み出しましょう。

日　時　６月26日（月）午後７～９時 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）、 Web配信（＊2） 
定　員　会場参加：20名(先着順)、Web参加：500名 
対　象　会員 
参加費　無料 
予　約　QRコードからお申し込みください。

－保険請求の基本－－保険請求の基本－第１回第１回

第２回第２回

これから始める歯科訪問診療講習会 これから始める歯科訪問診療講習会 

－臨床の基本－－臨床の基本－
　訪問診療未経験の先生からは、「実際の現場をイメージできないため不安」
「どんな器材を準備したらよいかわからない」などの声をいただきます。そこ
で今回は、歯科訪問診療の実際の症例や器材の紹介なども含めた「臨床編」を
開催します。懇談会形式で経験豊富な講師とディスカッションしながら不安を
解消しましょう。感染対策を講じた上で、少人数制で開催し、会員間の交流も
深められたらと思います。ぜひ、ご参加ください。

日　時　７月27日（木）午後７～９時 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1） 
定　員　10名(先着順)（会場参加のみ） 
対　象　会員本人のみ（歯科訪問診療未経験の方）
参加費　3,000円（冊子「今日からできる歯科訪問診療の手引き」の
　　　　を含む）事前振込制 
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

「保険でよい歯を」東京連絡会　2023講演会　「口から見た子育て」「保険でよい歯を」東京連絡会　2023講演会　「口から見た子育て」

日　時　７月９日（日）午後１時30分～３時
講　師　岩倉 政城 氏（尚絅学院大学 名誉教授／宮城県社会保障推進協議会 会

長／新日本医師協会 顧問）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）、 Web配信（＊2）
定　員　会場参加：20名、Web参加：500名
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

　「保険でよい歯を」東京連絡会主催の公開講演のお知ら
せです。スタッフや患者さんも参加いただけるほか、
Web受講も可能です。
　ことばの憶え始めの子どもは、大人が語りかけると口を
じっと見ます。それが今、マスクで覆われ、ことばも情緒
も伝わりにくくなっています。「口」を巡って、いま子ど
もたちが直面する課題とその克服への道すじを実例と音楽
を聴きながら語り合いましょう。子どもが「もっと」と喜
ぶ、仕上げ歯みがきのコツも学んでください。

予約フォーム

第１回
〜
第４回
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こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
在

宅
は
医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
介
護
や
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
出
入
り
を
す
る
た

め
、
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
く
の
は
大
変
危
険

で
す
。
も
っ
と
深
刻
な
の
は
、
一
人
暮
ら
し
の
在
宅

介
護
が
増
え
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
暗
証
番
号
を
忘

れ
て
し
ま
う
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
紛
失
し
た
こ
と
す

ら
認
知
し
て
い
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
性
を

秘
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

―
そ
う
し
た
懸
念
が
世
の
中
に
伝
わ
り
き
れ
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
歯
科
医
師
が
患
者
さ

ん
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
健
康
保
険
証
が
な
い

と
〝
無
保
険
状
態
〞
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
は
、
資
格
確
認
が
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
紛
失
時
の
再
発
行
は
通
常
で
1
カ
月
程
度
、
緊
急

時
で
も
５
日
間
か
か
り
、
一
定
期
間
無
保
険
と
同
じ

に
な
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
暗
証
番
号
が
流
出
し

て
、
自
分
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る

と
、
情
報
が
す
べ
て
丸
見
え
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
を
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
仕
組
み
が
浸
透
し
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
て
も
、
な
か
な
か
理
解
が
深
ま
ら
な
い
の
が
現

実
で
す
。
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
、
忙
し
く
て
時
間

が
な
い
中
で
、
制
度
の
仕
組
み
や
問
題
を
理
解
で
き

な
い
人
が
山
の
よ
う
に
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
な

ら
、
も
っ
と
声
を
上
げ
た
い
弱
い
立
場
の
人
が
大
勢

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
方
に
は
日
々
の
生
活

で
精
一
杯
な
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
２
万
円
分
付
与
」
と
な
れ

ば
、
役
所
に
殺
到
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
っ
て
し

ま
う
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

前
提
と
し
て
医
療
や
社
会
保
障
は
、
弱
者
を
助
け

る
制
度
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
流

れ
の
中
で
困
っ
て
い
る
の
は
弱
い
人
で
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
作
る
も
作
ら
な
い
も
本
人
の
自

由
で
す
か
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
も
任
意
取
得
に
す
べ

―
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
の
真
の
目
的
や
そ
の
問
題
点

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

一
言
で
い
え
ば
情
報
の
中
央
集
権
化
で
す
。
こ
の

流
れ
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
懸
念
の
一
つ
は
情
報
流
出
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
危

険
性
で
す
。
先
日
も
足
立
区
な
ど
で
別
人
の
住
民
票

が
誤
発
行
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
行

政
の
情
報
処
理
や
シ
ス
テ
ム
構
築
の
不
備
が
目
立
ち

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
者
等
情
報
把
握
・

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」
や
、
新

を
追
加
で
き
る
側
面
、
と
い
う
３
つ
の
側
面
が
あ
り

ま
す
。
②
③
に
つ
い
て
は
、
総
理
大
臣
や
総
務
大
臣

の
許
可
、
そ
し
て
自
治
体
の
承
諾
が
あ
れ
ば
使
え
る

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
1
）。
つ
ま
り
、
国
が
業

者
な
ど
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ

の
情
報
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
使
い
た
い
業
者
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
す
で
に
そ
う
し
た
業
者
の
団
体
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
前
は
匿
名
の
デ
ー
タ
と
し
て
の
使
用
で
す
が
、

も
し
個
人
の
デ
ー
タ
と
し
て
特
定
さ
れ
れ
ば
、
病
歴

や
投
薬
歴
な
ど
が
漏
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。「
あ
る
病
気
の
人
に
は
、
こ
の
商
品
を
販
売
し

よ
う
」
と
、
商
売
に
結
び
つ
け
る
業
者
が
出
て
き
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
」
の
運
用
を
見
て
も
、
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
年
金
手
帳
な
ど
に
記
載
さ

れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
記

録
（
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
）
が
、
約
５
千
95
万

件
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ

に
問
題
が
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
、
あ
れ
が
日

本
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
レ
ベ
ル
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
技
術
が
進
歩
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
す
ら
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
２
０
１
８
年

に
150
万
人
の
情
報
が
流
出
し
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン

首
相
本
人
を
含
む
医
療
情
報
が
洩
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
上
に
情
報
処
理
に
難
が
あ
る
日
本
が
、

ハ
ッ
カ
ー
に
狙
わ
れ
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
ば

か
り
主
張
し
ま
す
が
、
医
療
、
介
護
の
現
場
で
は
、

す
で
に
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
現
場
の
状

況
が
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
情
報
を
集
め
る
今
の
や
り
方

は
危
険
で
す
。

―
そ
う
し
た
状
況
で
政
府
は
な
ぜ
医
療
情
報
を
集
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

医
療
情
報
は
最
も
価
値
を
持
つ
情
報
の
一
つ
で
、

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
は
、
①
証
明
書
と
し
て
使
う
側
面
、
②
電
子

証
明
と
し
て
使
う
側
面
、
③
他
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

―
現
在
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

顔
写
真
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
が
含
ま

れ
る
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
、
国
民
の
申
請
に
基
づ
き
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
央
集
権
化
の
た
め
に
は

全
員
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
現
在
の
健
康
保
険
証
が
人
質
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及
の
た

め
、
ま
っ
た
く
問
題
が
起
き
て
い
な
い
健
康
保
険
証

を
廃
止
す
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
こ
う
し
た
状
況

に
、
反
対
の
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

健
康
保
険
証
廃
止
、情
報
の
中
央
集
権
化

「今
の
や
り
方
は
危
険
」

―
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
申
請
、
受
け
取
り
の
複
雑
さ
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
寝
た
り
き
り
な
ど
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

発
行
手
続
き
に
行
け
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
証
明

す
る
書
類
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
代
理
人
の
さ
ま
ざ

ま
な
書
類
を
準
備
す
る
と
い
う
、
煩
雑
な
手
続
き
が

必
要
で
す
。
非
常
に
大
変
で
、
介
護
施
設
か
ら
は

「
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
、
政
府
は「
自
治
体
が
出
向
い
て
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
を
預
か
っ
て
対
処
す
る
」と

の
方
策
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
当
の
自
治
体
は
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
、
申
請
・
更
新
・
紛
失
な
ど
に
対

応
で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
上
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

や
暗
証
番
号
の
紛
失
、
流
出
な
ど
が
あ
れ
ば
、
自
治

体
の
責
任
が
問
わ
れ
、「
そ
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
の
首
長
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

各
所
か
ら
「
で
き
な
い
」と
い
う
意
見
が
出
始
め
て

い
る
の
で
す
。

ほ
か
に
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
、
特

養
）
は
入
所
者
50
〜
100
人
ほ
ど
が
一
般
的
で
す
が
、

入
所
者
全
員
分
の
申
請
な
ど
に
対
応
し
て
い
た
の
で

は
、
目
も
当
て
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る
で
し
ょ
う
。

入
所
者
は
要
介
護
３
以
上
で
、
身
体
的
な
ハ
ン
デ
か

ら
暗
証
番
号
を
覚
え
ら
れ
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。現

状
、
健
康
保
険
証
な
ど
は
施
設
側
が
預
か
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
薬
局
か
ら
薬
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
大
量
の
暗
証
番
号
と
マ
イ
ナ
保
険
証
を
薬
局

で
照
合
し
、
薬
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
重
要
な
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
保
管
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
施
設
で
は
不
可

能
だ
と
い
う
の
が
、
現
場
の
声
で
す
。

―
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
と
、
将
来
的
な
懸
念
も
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
東
京
都
だ
と
、
２
０
４
０
年
に
は
、
認
知

症
高
齢
者
の
割
合
が
65
際
以
上
人
口
の
15
％
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
２
）。
東
京
都
で
は
、

半
数
以
上
が
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
こ
の
う
ち
介
護

が
必
要
に
な
り
そ
う
な
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

ご
老
人
は
、
現
在
約
51
万
人
。
こ
れ
が
、
２
０
３
０

年
に
は
約
60
万
人
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
て
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相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
、各
所
か
ら
悲
鳴
も

相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
、各
所
か
ら
悲
鳴
も

き
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
義
務
化
し
て
、
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
る
の
は
、
任
意
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
実
質
的
に
強
制
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
本
末
転
倒
で
す
。
そ
う
し
た
や
り
方
を
許
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

―
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
展
望
は
。

こ
の
先
も
ボ
ロ
ボ
ロ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
記
事
で
発
信
し
て
い

く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
５
年
後
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
２
月
に
駆
け
込
み
で
申
請
し
た
人
が
多

い
の
で
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
で
あ
る
５
年

後
に
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
窓
口
が
パ
ン

ク
し
た
り
、
不
具
合
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
」

と
、
疑
問
が
世
間
的
に
噴
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

―
座
右
の
銘
は
。

「
明
る
い
社
会
に
し
な
き
ゃ
」
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
、
明
る
い
明
日
を
迎
え
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば

良
い
の
か
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
健
康
保
険
証
の
話

で
い
え
ば
、
60
年
に
わ
た
り
積
み
上
げ
て
き
た
国
民

皆
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
、
活
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
歯
科
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
。

今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
歯
医
者
さ
ん
に
巡
り
合
っ

て
き
ま
し
た
が
、
技
術
や
技
量
の
差
が
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
。
歯
科
医
院
に
限
ら
ず
ど
の
業
界
で
も
同
じ
で

す
が
、
や
は
り
進
歩
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
よ
ね
。
歯
科
の
世
界
も
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い

く
で
し
ょ
う
し
、
も
の
す
ご
く
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

変
化
し
て
い
る
世
の
中
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を

吸
収
し
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
1
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
関
す

る
検
討
会
」（
23
年
２
月
17
日
）
中
間
と
り
ま
と
め
資
料
よ
り

※
２　
東
京
都
福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対
策
部
「
認
知
症
高
齢
者
数

等
の
分
布
調
査
」（
19
年
）
よ
り

※
３　
東
京
都
福
祉
保
健
局
「
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
書
」

0

10

20

30

40

50

60
（万人）

認知症高齢者の推計 （東京都）

2040 年2025 年2019 年

約 46 万人
約 55 万人 約 58 万人

65 歳以上人口の

14.7％

65歳以上人口の

16.8％

65歳以上人口の

15.4％

資料（※２）より協会作成

プロフィール
おぎわら・ひろこ／難しい経済やお金の仕組みを、生
活に根ざしてわかりやすく解説。バブル崩壊直後から
デフレの長期化を予想し、現金に徹した資産防衛、家
計運営を提唱し続けている。保険証の廃止については、
一貫して反対を表明。８月に文藝春秋社から、新書「マ
イナンバーカードの罠（仮題）」を発売予定。

荻原 博子経済
ジャーナリスト

Hiroko Ogiwara
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オ
ン
資「
義
務
化
」撤
回
訴
訟

第
二
次
訴
訟
で
原
告
団
結
成
集
会

第
二
次
訴
訟
で
原
告
団
結
成
集
会

　
東
京
保
険
医
協
会
が
国
を
相

手
取
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
行
う
こ
と
な
ど
の
義
務
が
な

い
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
第
二

次
訴
訟
の
原
告
団
結
成
集
会
が

４
月
27
日
、衆
議
院
第
二
議
員

会
館
で
行
わ
れ
、会
場
に
は
100

人
が
集
ま
り
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は
90

カ
所
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。当

協
会
か
ら
は
、森
元
主
税
、橋
本

健
一
、横
山
靖
弘
の
各
理
事
と

事
務
局
が
会
場
で
参
加
し
た
。

ま
た
、共
産
党
の
小
池
晃
参
議

院
議
員
、山
添
拓
参
議
院
議
員

も
駆
け
付
け
、挨
拶
し
た
。

　
原
告
団
の
団
長
を
務
め
る
東

京
保
険
医
協
会
の
須
田
昭
夫
会

長
は
、「
国
と
対
等
に
争
う
た
め

に
訴
訟
を
決
め
た
」
と
し
て
、患

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
な
ど
か
ら
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の
義
務

化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
理
由
を
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、弁
護
団
の
喜
田
村

洋
一
弁
護
士
は
、日
本
の
法
体

系
に
お
い
て
オ
ン
資
導
入
義
務

化
の
法
律
が
な
い
中
で
、省
令

に
よ
っ
て
保
険
医
を
縛
ろ
う
と

す
る
問
題
点
を
挙
げ
、法
律
に

基
づ
く
行
政
、省
令
と
い
う
概

念
を
根
底
か
ら
覆
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
法
律
の
下
剋
上
」
と

表
現
。国
会
議
員
が
議
論
を
重

ね
、国
民
が
注
視
し
て
民
意
を

反
映
し
た
形
で
正
し
い
行
政
の

在
り
方
や
法
律
を
決
め
る
と
い

う
国
民
主
権
の
考
え
方
を
無
視

し
て
い
る
と
批
判
し
た
。

　
ま
た
、原
告
団
に
加
わ
っ
た
神

奈
川
県
保
険
医
協
会
の
藤
田
倫

成
理
事
は
、小
規
模
な
医
療
機

関
を
例
に
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
を
や
り
た
く
て
も
で
き
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
主
張
。静

岡
県
保
険
医
協
会
の
山
田
美
香

副
理
事
長
は
、「
裁
判
所
に
は

適
切
な
判
断
を
求
め
た
い
。さ

ら
に
多
く
の
仲
間
が
必
要
。ど

う
か
勇
気
を
出
し
て
原
告
団
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴

え
た
。

　
原
告
団
事
務
局
長
を
務
め
る

東
京
保
険
医
協
会
の
佐
藤
一
樹

理
事
は
、「
メ
デ
ィ
ア
を
動
か
す

程
の
運
動
に
広
げ
て
い
く
。約

10
年
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
訴

訟
の
よ
う
に
２
千
人
を
超
え
る

規
模
の
声
に
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
熱
く
語
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
義
務
化
に
あ
た
り
、

当
協
会
は
２
０
２
２
年
９
月
８

日
に
理
事
会
声
明
を
発
表
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
導
入
の
義
務
化
の
撤
回
を
求

め
て
き
た
。本
訴
訟
に
も
賛
同

し
て
お
り
、会
員
に
第
三
次
の

原
告
団
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る（
上
記
案
内
記
事
）。

喜田村洋一弁護士らが同席した集会。写真円内は原告団長
で東京保険医協会会長の須田昭夫氏

トラブル報道相次ぐ　阿部理事にテレビ取材も

マイナ保険証・オン資システム

マ
イ
ナ
保
険
証
で
別
人
の
情

報
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た

問
題
や
、
医
療
機
関
で
続
出
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け
、
連
日
、

民
放
各
社
、
一
般
紙
な
ど
で
の

報
道
が
相
次
ぐ
。
協
会
に
も
メ

デ
ィ
ア
か
ら
複
数
の
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
、
取
材
対
応
を

行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

当
会
の
阿
部
菜
穂
理
事(

辰

巳
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク)

の

診
療
所
を
取
材
し
た
の
は
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
系
情
報
番
組
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
，」(

月
〜
金
曜
日
朝

５
時
20
分
か
ら)

。
番
組
担
当

者
に
よ
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
オ

ン
資
シ
ス
テ
ム
）
の
不
具
合
に

よ
り
、
患
者
が
困
っ
て
い
る
部

分
に
焦
点
を
あ
て
た
特
集

で
、
歯
科
医
療
機
関
の
取
材
に

訪
れ
た
と
い
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
阿
部

理
事
が
オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
導
入

に
か
か
る
コ
ス
ト
の
問
題

や
、
１
日
に
ど
れ
ほ
ど
の
患
者

が
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
を
し

て
い
る
か
な
ど
の
現
状
を
説

明
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

あ
た
り
、
現
在
医
療
機
関
で
起

き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
患
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

つ
患
者
に
対
し
て
も
「
該
当
資

格
な
し
」
の
表
示
な
ど
に
よ
り

資
格
確
認
で
き
な
い
場
合
に
備

え
、
健
康
保
険
証
も
併
せ
て
持

参
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る

た
め
、
健
康
保
険
証
廃
止
は
困

る
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
さ
ら

に
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
り
、

受
付
業
務
が
滞
る
診
療
所
も
あ

る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
実
際
に
診
療
所
を

訪
れ
た
患
者
が
マ
イ
ナ
保
険
証

で
受
付
を
す
る
様
子
の
撮
影

や
、
患
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
も
行
わ
れ
た
。

担
当
者
か
ら
は
、「
患
者
さ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
機
関

側
も
困
窮
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。
そ
の
時
の
取
材
の

模
様
は
５
月
26
日
に
放
映
さ

れ
、
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

取材を受ける阿部理事（写真左）取材を受ける阿部理事（写真左）

実際に患者がカードリーダーを操作する様子

「保険証廃止中止」署名 ５２５筆を持参

  心底考えたのは

｢患者さんの不自由な思いを防ぎたい｣｢患者さんの不自由な思いを防ぎたい｣

５
月
24
日
、
会
員
の
藤
田
春

雄
氏
が
「
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
署

名
」
を
持
参
し
、
協
会
事
務
局

を
訪
問
さ
れ
た
。
そ
の
数
、
実

に
525
筆
。「
患
者
さ
ん
に
お
願

い
し
た
署
名
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

待
ち
、
直
接
持
っ
て
き
ま
し

た
」
と
の
こ
と
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
あ
る
署
名
用
紙
は
圧
巻

で
、
対
応
し
た
事
務
局
員
も
驚

く
ば
か
り
。

藤
田
氏
に
よ
る
と
、
健
康
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
を
理
解
し
て
い
る
患
者

さ
ん
は
す
ぐ
に
署
名
に
応

じ
、
持
ち
帰
っ
て
ご
家
族
に
も

署
名
を
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
藤
田
氏
は
心
底
「
患

者
さ
ん
が
不
自
由
な
思
い
を
す

る
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
た

い
」「
現
場
の
声
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
考
え
、
署
名
を
お

願
い
し
て
い
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
）
の
登
録
者
を
増

や
す
た
め
、
政
府
は
健
康
保
険

証
を
人
質
に
取
る
形
の
「
一
体

化
」
を
考
え
、
健
康
保
険
証
を

来
年
秋
に
廃
止
す
る
た
め
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
関
連
法
改
正

案
を
国
会
に
提
出
。
既
に
衆
議

院
を
通
過
し
、
５
月
29
日
現

在
、
参
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
報
道

で
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
各
種

ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
だ
。

協
会
設
立
50
周
年
を
迎
え  「
回
顧
」

　会員は2023年３月末時点で5980名。協会では現在、全力を挙げ会
員数6000名を目指す活動を実施しています。先生方のお知り合いで未
入会の方がいらっしゃいましたら、ぜひ、ご紹介ください！

2014年５月、当時の協会目標
であった「会員数5000名」を
遂に超えることができた。
1973年４月の協会発足からお
よそ40年後のことであった。
ちなみに、発足時の会員数は
約180名。5000人目の会員と
なったのは、現在も会員で中
央区開業の金子博明氏（写真
左）。この写真は同年５月24
日撮影で、右は当時の組織部
長で現在は組織部担当副会長
を務めている山本鐵雄氏。

第
三
次

第
三
次
オン資「義務化」撤回訴訟
原告団へのご参加を

　
現
在
、東
京
保
険
医
協
会
の

医
師
が
中
心
と
な
り
、国
を
提

訴
し
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請

求
訴
訟
」
の
第
三
次
訴
訟
に
向

け
て
、原
告
団
を
募
集
し
て
い
ま

す
。本
訴
訟
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
行
う
こ
と
や
、そ
れ

に
伴
う
必
要
な
体
制
の
整
備
の

義
務
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。ま
た
、違
憲
、違

法
な
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
に
よ
り
、原
告
が
被
っ
た

精
神
的
苦
痛
に
対
し
、原
告
一

人
当
た
り
10
万
円
の
慰
謝
料
の

支
払
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、２
月
22
日
に
274

人
の
第
一
次
原
告
団
を
結
成

し
、東
京
地
方
裁
判
所
に
提
訴
。

さ
ら
に
４
月
21
日
に
は
新
た
な

原
告
801
人
で
第
二
次
提
訴
を
東

京
地
方
裁
判
所
に
行
い
ま
し

東京地方裁判所東京地方裁判所

た
。原
告
団
は
合
計
１

千
75
人
の
規
模
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
提
訴
に
賛
同
し
、第

三
次
の
原
告
団
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
先
生

は
、ぜ
ひ
、当
協
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

協
会
運
動
本
部
ま
で

（
☎
：
03
―
３
２
０
５

―
２
９
９
９
）。

窓
口
で
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど

も
紹
介
さ
れ
た
。

引
き
続
き
協
会
は
、
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
、
取
材
対
応
な
ど
を
通
じ

て
、
歯
科
医
療
機
関
の
現
状
を

発
信
し
て
い
く
。



田倉 智之田倉 智之
（東京大学大学院 特任教授）（東京大学大学院 特任教授）

たくら ・ ともゆき　博士（医学）、修士
（工学）東京大学 大学院医学系研究
科 医療経済政策学講座 特任教授。

ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
は
、
医
療

者
か
ら
患
者
等
へ
の
一
方
通
行

で
は
な
く
協
同
の
も
と
で
、
患

者
が
治
療
の
必
要
性
に
つ
い
て

理
解
し
、
自
発
的
、
積
極
的
に

参
加
す
る
姿
勢
を
指
す
概
念
で

あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義
（
２
０

０
３
年
）
を
意
訳
す
る
と
、

「
人
間
の
主
体
的
な
健
康
行
動

が
適
切
（
医
療
専
門
家
の
方
針

と
一
致
）
で
あ
る
こ
と
」
に
な

る
。
な
お
、
狭
義
の
生
物
学
面

や
疾
病
機
序
が
同
様
で
も
、
長

期
予
後
に
差
異
が
生
じ
る
ケ
ー

ス
は
散
見
す
る
が
、
そ
の
背
景

と
し
て
、
患
者
固
有
の
ア
ド
ヒ

ア
ラ
ン
ス
の
存
在
も
想
像
さ
れ

る
。
以
上
か
ら
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ

ン
ス
の
見
え
る
化
と
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、
健
康
寿
命
や
社

会
経
済
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た

ら
す
と
期
待
さ
れ
る[

１]

。

例
え
ば
、
服
薬
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
や
患
者
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
は
、
臨
床
成
績
と
密
接
に
関

係
し
、
健
康
行
動
だ
け
で
な
く

医
療
費
な
ど
の
社
会
経
済
的
要

因
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

[

２
、
３]

。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
向
上
は
、
患
者
の
慢
性
疾

患
の
負
担
だ
け
で
な
く
、
経
済

的
負
担
も
軽
減
す
る
わ
け
で
あ

る[

４]

。
特
に
、
自
己
管
理

や
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
含
む

広
義
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

は
、
疾
病
予
防
行
動
に
影
響
を

与
え
る[

１]

。
こ
の
よ
う
な

中
、
限
ら
れ
た
共

有
財
の
枯
渇
を
避

け
、
医
療
資
源
の

医
療
経
済
学
の
専
門
家
で
東

京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
田

倉
智
之
氏
に
よ
る
連
載
の
３
回

目
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ド
ヒ

ア
ラ
ン
ス
を
制
す
る
こ
と
が
次

世
代
の
目
標
」
。

アドヒアランスを制することが次世代の目標

配
分
の
公
平
性
を
管
理
す
る
必

要
も
あ
る
厚
生
政
策
で
は
、
有

害
事
象
に
つ
な
が
る
可
能
性
の

あ
る
重
複
受
診
に
伴
う
医
療
費

の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る[

１
、
５
、
６]

。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
ア
ド

ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
健
康
関
連
行

動
）
の
定
義
は
、
議
論
の
立
場

に
よ
っ
て
や
や
変
わ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
公
共

市
場
を
背
景
に
集
団
の
健
康
を

論
じ
る
場
合
は
、「
自
主
／
積

極
性
」
に
「
社
会
協
調
性
」

「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
も
関
係

し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
こ
か
ら
は
、
広
義
の
ア

ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
見
え
る
化
と

と
も
に
、
そ
の
長
期
の
臨
床
経

済
効
果
を
検
証
し
た
我
が
国
の

研
究
を
紹
介
す
る[

１]

。
こ

の
研
究
は
、
定
量
化
さ
れ
た
ア

ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
10
水
準
の
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｏ*

ス
コ
ア
：
低
い
と

良
い
）
が
長
期
（
48
カ
月
間
）

の
医
療
・
介
護
費
用
や
生
命
予

後
、
他
の
臨
床
指
標
に
与
え
る

影
響
を
４
万
８
千
456
人
（
循
環

器
領
域
）
の
コ
ホ
ー
ト
で
検
証

し
つ
つ
、
予
測
モ
デ
ル
を
開
発

し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
ス
コ
ア
は
、
収

縮
期
血
圧
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
、
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
等
の
因
子
と
も
有
意
な
相

関
関
係
を
担
保
し
つ
つ
ス
コ
ア

化
さ
れ
て
い
る
。
危
険
因
子
を

揃
え
た
予
測
モ
デ
ル
の
全
死
亡

表　アドヒアランス（ASHROスコア）の
　　長期生命予後への感度（傾向スコア法で患者背景を調整） （出典）文献［１］図　ASHRO スコアと医療・介護費用変位の関係（将来予測モデル：48か月後）

（出典）文献［１］

に
対
す
る
検
証
の
結
果
、
ス
コ

ア
の
低
い
群
と
高
い
群
の
間
に

は
、
３
年
以
上
後
の
累
積
死
亡

率
に
統
計
学
的
有
意
な
差
が
認

め
ら
れ
て
い
る
（
２
vs.
７
％
、

ｐ<

０
・
001
：
表
）。
ま
た
、

生
命
予
後
（
全
死
亡
）
に
対
す

る
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
ス
コ
ア
の
オ
ッ

ズ
比
は
、
１
・
860
（
95
％
Ｃ

Ｉ
：
１
・
740-

１
・
980
、
ｐ<

０
・
001
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

48
カ
月
後
の
医
療
・
介
護
費
用

の
変
位
は
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

が
悪
い
群
（
ス
コ
ア
10
）
は
、

平
均
（
ス
コ
ア
５
）
に
対
し

て
、
一
定
の
精
度
の
も
と
で
将

来
の
医
療
介
護
の
累
積
費
用
が

140
％
以
上
増
加
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
図
）。

こ
こ
ま
で
の
話
し
を
医
療
保

険
財
政
の
ひ
っ
迫
等
を
背
景
に

ま
と
め
る
と
、
や
や
大
げ
さ
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
を
制
す

る
こ
と
で
、
将
来
、
医
療
シ
ス

テ
ム
の
安
定
供
給
を
手
に
入
れ

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
医
療
制
度
に
お
い
て
国

民
の
も
っ
と
も
重
要
な
財
産

（
価
値
）
を
安
定
供
給
と
見
な

し
た
場
合
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス

の
向
上
が
大
き
な
価
値
を
育
む

こ
と
に
な
る
。

*Adherence Score for Healthcare Resource Outcome

文献
［1］ Takura T, et al. Development of a predictive model for integrated 

medical and long-term care resource consumption based on health 
behaviour: application of healthcare big data of patients with 
circulatory diseases. BMC medicine. 2021;19(1):15.

［2］ Cleemput I, et al. A review of the literature on the economics of 
noncompliance. Room for methodological improvement. Health 
Policy. 2002;59:65‒94.

［3］ Robertson CT, et al. Distinguishing moral hazard from access for 
high-cost healthcare under insurance. Plos One. 2020;15:e0231768.

［4］ Neiman AB, et al. CDC grand rounds: improving medication 
adherence for chronic disease management̶innovations and 
opportunities. MMWR Morb Mortal Wkly Rep. 2017;66:1248‒51.

［5］ Hassanally K. Overgrazing in general practice: the new tragedy of 
the commons. Br J Gen Pract. 2015;65:81.

［6］ Porco TC, et al. When does overuse of antibiotics become a 
tragedy of the commons? Plos One. 2012;7:e46505.

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

保
険
医
年
金

　
　
お
申
し
込
み

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
済
部
長
　
川
戸
二
三
江

今
春
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加

入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日

等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
　
加
入
日
、
保
障
開
始
日
・
・
・
７
月
１
日
（
土
）

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
・
・
・
６
月
26
日
（
月
）

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
・
・
８
月
下
旬
郵
送

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

　
　
加
入
日
・
・
・
・
・
・
８
月
１
日
（
火
）

　
　
保
障
開
始
日
・
・
・
・
傷
害
の
場
合
は
８
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
疾
病
の
場
合
は
11
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
７
月
25
日
（
火
）

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
10
月
上
旬
郵
送

【
保
険
医
年
金
】

　
　
加
入
日
・
・
・
・
・
・
9
月
１
日
（
金
）

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
月
払
の
場
合
は
８
月
25
日
（
金
）

　
　
一
時
払
の
場
合
は
８
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
振
り
込
み
。

　
　
７
月
下
旬
に
振
込
案
内
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
ご
確
認
後
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
10
月
下
旬
郵
送

※
各
制
度
の
掛
金
は
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。
振
替
日
は
毎
月
25
日

   

（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
と
な
り
ま
す
。
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坪田有史編著／ 2023年5月1
日刊／ヒョーロン・パブリッ
シャーズ発行／Ａ4変型判／
162頁／価格6,380円（税込）

　当会、坪田有史会長を編著者とする「ＣＡＤ／
ＣＡＭ冠 ＣＡＤ／ＣＡＭインレー」が発刊されま
した。
　「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠」は、2014年度診療報酬改定
において小臼歯限定で保険収載され、直近では
2020年9月に前歯部の「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠」が期中
収載され、時間経過とともに適用拡大が進みまし
た。一方、「ＣＡＤ／ＣＡＭインレー」は、2022年
度診療報酬改定時に保険収載され、すでに広く臨
床活用されています。これらのメタルフリー修復
が保険収載されてきた背景として、金パラ合金に
おけるさまざまな問題から、代替材料による歯冠
修復を評価する必要性が増してきたことが一因と
いえます。
　本書は、症例選択、形成、接着などの臨床術式
の分かりやすい解説はもちろんのこと、さまざま
な視点から、「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠」と「ＣＡＤ／
ＣＡＭインレー」のすべてが網羅され、まとめら
れています。
　よろしければ、ぜひ、ご一読ください。
　　　　　　（広報・ホームページ部長 早坂美都）

   「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠　ＣＡＤ／ＣＡＭインレー   「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠　ＣＡＤ／ＣＡＭインレー

　  失敗しない保険治療のために　  失敗しない保険治療のために

          押さえておきたいポイント」          押さえておきたいポイント」



月日 部位 療法・処置 点数

4/28 初診 264

全顎的な歯肉の発赤、腫脹を認める。 ／

○○病院で１型糖尿病の加療中。 ／

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 Ｐ基検（検査結果 略）（10～19歯） 注① 110

全顎的にプロ－ビング時の出血あり。 ／

Ｐ画像 カラー写真５枚 電子媒体保存 10+10×4

歯管 文 （文書提供 添付） 80+10

実地指１（文書提供 添付）（指導内容 略） 80

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 歯清 ＤＨ保険医花子 72

診療情報連携共有料 （文書提供 添付） 注② 120

血液検査データなど情報提供を依頼。 ／

5/22 再診 明細 56+1

〇〇病院から返書あり。カルテに添付。 ／

歯管 文 総医 （文書提供 添付） 注③ 100+10+50

実地指１（文書提供 添付）（指導内容 略） 80

竃候侯鞄樺椛鴨椛樺鞄侯候竃 ＳＣ 72+38×2

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 歯清 ＤＨ保険医花子 注④ 72

6/1 再診 明細 56+1

プラークコントロールが改善したが、部分的に ／

歯肉の発赤を認める。 ／

歯管 文 総医 （文書提供 添付） 100+10+50

実地指１（文書提供 添付）（指導内容 略） 80

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻 ＳＣ 72+38×2

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 歯清 ＤＨ保険医花子 注④ 72

7/14 再診 明細 56+1

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 Ｐ基検（検査結果 略）（10～19歯） 110

ポケット４㎜未満。プロービング時に出血あり。 ／

Ｐ画像 カラー写真５枚 電子媒体保存 10+10×4

歯管 文 総医 （文書提供 添付） 100+10+50

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 Ｐ重防 （歯清）（文書提供 添付）注⑤⑥⑦ 200

糖尿病の症状が安定しているため、３カ月毎の ／

継続治療。次回、返書を確認し、計画を再考。 ／

診療情報連携共有料 （文書提供 添付） 注⑧ 120

○○病院の小児科へ照会状を作成。 ／

実地指１（文書提供 添付）（指導内容 略） 80

10/2 再診 明細 56+1

時々、歯ぐきから血が出る。清掃状態やや不良。 ／

歯管 文 総医 （文書提供 添付） 100+10+50

長期管理加算 注⑨ +100

糖尿病と歯肉炎の関係性や、歯磨きを徹底する ／

など口腔管理に必要なことを説明。 ／

廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻
各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各 Ｐ重防（歯清、ＳＣ） 注⑩ 200

実地指１（文書提供 添付）（指導内容 略） 80

糖尿病患者の歯清と総医、
混合歯列期のＰ重防

１型糖尿病の小児患者に歯科が果たせる役割は大きい。
全身疾患を有する患者の治療について、１型糖尿病に罹患してい
る混合歯列期の小児患者に継続管理を行った場合を例に解説する。

患者：８歳・男性（１型糖尿病）

主訴：歯ぐきから血が出る。

所見：口腔清掃状態不良。全顎的に歯肉の発赤・腫脹あり。
傷病名：廻剣券兼解会懐会解兼券剣廻

各古個鈎蛎柿矩柿蛎鈎個古各

施設基準：歯初診、明細

《解説》

注① 混合歯列期の患者の歯周組織の状態及び歯年齢などにより、混

合歯列期歯周病検査（Ｐ混検）ではなく歯周基本検査（Ｐ基検）を行

う場合は、十分に必要性を考慮した上で行う。検査は永久歯および乳

歯ともに行うが、点数は永久歯の歯数に応じた歯周基本検査の各区分

により算定する。症例の場合は10～19歯の区分となる。

注② 歯科診療を行うにあたり全身的な管理が必要な患者に対し、別

の医科医療機関で行った検査の結果、投薬内容などの診療情報につい

て、以下の事項を含んだ文書により提供を求めた場合に、連携先の保

険医療機関ごとに、診療情報連携共有料（情共）120点を３月に１回

算定できる。

＜＜情情報報提提供供をを求求めめるる文文書書にに記記載載がが必必要要なな事事項項＞＞

・患者の氏名、生年月日、連絡先

・診療情報の提供依頼目的（必要に応じて傷病名、治療方針など）

・診療情報の提供を求める医療機関名

・診療情報の提供を求める内容（検査結果，投薬内容など）

・診療情報の提供を依頼する保険医療機関名および担当医名

注③ 糖尿病の患者で、別の保険医療機関から、歯科治療にあたり総

合的医療管理が必要な患者であるとして診療情報提供料に定める様式

に基づく文書により患者の全身状態や服薬状況などについて診療情報

の提供を受け、必要な管理及び療養上の指導などを行った場合、歯管

に対して総合医療管理加算（総医）50点を加算できる。総医は歯管の

算定と同時に算定する。

注④ 糖尿病患者（主治医からの情報提供がある場合）に対する機械

的歯面清掃処置（歯清）72点は、２月に１回ではなく、月１回算定で

きる。

その場合、情報提供の内容及び担当医の保険医療機関名などについ

てカルテに記載又は提供文書の写しをカルテに添付する。

注⑤ 歯周病重症化予防治療（Ｐ重防）は、歯管又は歯科特定疾患療

養管理料（特疾管）を算定している患者であって、２回目以降のＰ基

検又はＰ精検の結果、歯周ポケットが４㎜未満で部分的な歯肉の炎症

またはプロービング時の出血がある患者に対し、ＳＣや歯清などの継

続的な治療を実施した場合に１口腔につき、月１回算定できる。

混合歯列期の患者の場合、Ｐ混検ではなくＰ基検を実施し、永久歯

の歯数区分により算定する。

注⑥ Ｐ重防の開始に当たり、検査結果の要点や治療方針などについ

て管理計画書を作成し、文書により患者又はその家族などに提供する。

文書の写しをカルテに添付する。

その他療養上必要な管理事項がある場合は、患者に説明し、その要

点をカルテに記載する。

注⑦ Ｐ重防を開始した日以降に実施した歯清、歯周病処置（Ｐ処）、

歯周基本治療（ＳＣ、ＳＲＰ）は別に算定できない。

注⑧ 必要に応じて３カ月に１回情共を算定できる。

注⑨ 初診月から６カ月を超えて歯科疾患の管理および療養管理上必

要な指導を行った場合、歯管に長期管理加算として100点（かかりつ

け歯科医機能強化型歯科診療所の場合は120点）を加算する。

なお、初めて算定する場合は治療経過と口腔状態を踏まえ、口腔管

理に特に留意すべきことを患者などに説明し、カルテに説明した内容

の要点を記載する。

注⑩ ２回目以降のＰ重防の算定は、前回実施月から３月以降に、月

１回に限り算定する。

＊実態に即してご請求ください＊

単Ｇ
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おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
5
月

  1  月  第 2 回総務会議	
  2  火  第 2 回広報・ホームページ部会
  8  月  第 2 回地域医療部会
  9  火  内部監査、事前監査	
10  水  外部監査、第 3 回財政部会	
11  木  第 3 回（暫定）理事会
12  金  第 2 回共済部会、第 1 回メディア懇談会
15  月  第 4 回50周年企画運営委員会
16  火  第 2 回社保・学術部会
17  水  第 2 回経営管理部会

18  木  国会内集会、会員無料相談デー、
　　    休保審査会（医科）
19  金  第 2 回政策委員会
22  月  第 1 回医科歯科連携合同会議
23  火  第 1 回歯科技工士問題検討委員会
24  水  接遇講習会、第 2 回組織部会、第 3 回
　　　「保険でよい歯を」東京連絡会世話人会
26  金  第 4 回（暫定）理事会
27  土  休保審査会（全国）
30  火  第51回定期総会議長団打合せ
31  水  国会行動、休保加入審査（医科）
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N A R R A T I V E 　 V o l . ９ 歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

東京歯科保険医協会の歴史と存在性
～取材活動と設立50周年を重ねて思うこと～

◆
第
２
回(

暫
定)

理
事
会
◆　
　
　

　

４
月
28
日
㈮
、午
後
８
時

00
分
～
９
時
50
分
。会
長
、

副
会
長
５
名
、理
事
15
名
、

監
事
１
名
、事
務
局
６
名
の

出
席
。

【
政
策
課
題
】　
政
策
学
習

会
で
の
検
討
項
目
に
基
づ

き
、政
策
委
員
会
、経
営
管
理

部
会
で
の
検
討
結
果
を
議

論
。ま
た
、東
京
都
２
０
２
４

年
度
予
算
要
請
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
向
け
、要
請
項
目

を
各
部
で
検
討
す
る
こ
と
を

確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
活

動
の
ま
と
め
、情
勢
、活
動
計

画
の
案
を
確
認
。

【
情
勢
報
告
】　
①
健
康
保

険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
の
国

会
で
の
議
論
や
採
決
状
況
、

②
中
医
協
「
医
療
Ｄ
Ｘ
そ
の

１
」、③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、国
民
皆
歯
科
健

診
、物
価
高
騰
対
策
の
報
告

を
確
認
。政
策
委
員
長
談
話

「
診
療
報
酬
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
の
撤
回
を
求

め
る
」を
４
月
25
日
㈫
に
発

表
し
た
と
の
報
告
に
つ
い
て

確
認
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
】　

　

第
１
回
口
頭
弁
論
期
日

（
４
月
21
日
）、第
２
次
訴

訟
提
訴
と
第
２
次
訴
訟
原
告

団
結
成
集
会
「
健
康
保
険
証

の
廃
止
を
阻
止
『
オ
ン
資
シ

ス
テ
ム
義
務
化
は
違
憲
・
違

法
』を
確
認
し
よ
う
！
」（
４

月
27
日
）の
報
告
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　
４
・
27
国

会
行
動
・
国
会
内
集
会
「
ス

ト
ッ
プ
負
担
増
・
保
険
証
廃

止
中
止
署
名
提
出
国
会
内
集

会
」の
報
告
を
確
認

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

８
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
４
月
15
日
）、第
16
回
保

団
連
理
事
会
（
4
月
16
日
）

の
報
告
を
確
認
。

【
庶
務
等
報
告
】　
ヤ
マ
ト

運
輸
の
送
料
値
上
げ
に
伴

い
、本
年
８
月
１
日
よ
り
患

者
提
供
文
書
の
送
料
値
上
げ

実
施
を
確
認
。

◆
第
３
回(

暫
定)

理
事
会
◆　

　

５
月
11
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
～
９
時
30
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
13
名
出

席
。【

情
勢
報
告
】　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
等
改
正
案
の
審
議
状

況
、診
療
報
酬
改
定
の
検
討

状
況
の
報
告
を
確
認
。診
療

報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
、診

療
報
酬
改
定
施
行
時
期
の
後

ろ
倒
し
が
提
案
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、協
会
と
し

て
検
討
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
た
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
化
に
つ
い
て
】　

オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
ト
ラ

ブ
ル
事
例
の
中
間
集
計
結
果

の
報
告
を
確
認
。オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
に
反
対
す
る

会
員
署
名
に
取
り
組
む
こ
と

を
協
議
の
う
え
、承
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

関
東

信
越
厚
生
局
東
京
事
務
所
へ

の
「『
指
導
結
果
』発
出
時
期

の
遵
守
を
求
め
る
要
望
書
」、

厚
労
省
へ
の
「
診
療
報
酬
に

関
す
る
要
望
書
」を
協
議
の

う
え
、確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

決

算
案
、予
算
案
、会
計
・
会
務

監
査
報
告
、当
日
の
役
割
分

担
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
６
月

１
日
号
の
企
画
案
な
ど
を
確

認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

５
月
１

日
付
会
員
数
５
千
986
名
（
入

会
21
名
、退
会
15
名
）。

2023年度
第 2 ･ 3 回 (暫定)

理 事 会

　
６
月
は
、
歯
科
界
で
も
各
団

体
の
総
会
・
代
議
員
会
の
開
催

が
目
白
押
し
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
貴
会
が
６
月
18

日
に
開
催
す
る
第
51
回
定
期
総

会
を
は
じ
め
、
日
本
歯
科
医
師

会(

代
議
員
会
：
６
月
15
～
16

日)

、
日
本
歯
科
技
工
士
会(

総

会
：
６
月
17
日)

、
日
本
歯
科

衛
生
士
会(

代
議
員
会
：
６
月

11
日)
、
東
京
都
歯
科
医
師
会(

代
議
員
会
：
６
月
22
日)

が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
見
る

　

 

貴
会
の
歴
史
と
活
動
方
針

　
特
に
貴
会
は
、
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意
義

が
あ
り
ま
す
。
貴
会
の
歴
史
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
紐
解
く

と
、
以
下
の
通
り
で
す
。

　
「
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
は

１
９
７
３
年
４
月
、「
歯
科
保

険
医
の
経
営
・
生
活
な
ら
び
に

権
利
を
守
り
、
国
民
の
歯
科
医

療
と
健
康
の
充
実
お
よ
び
向
上

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
」
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
開
業
歯
科
保

険
医
の
要
求
に
も
と
づ
く
自
主

的
な
団
体
と
い
う
性
格
を
明
確

に
し
今
日
ま
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
発
足
時
の
会
員
数
は
１
８

０
名
で
し
た
が
、
２
０
２
３
年

３
月
31
日
現
在
で
約
５
９
８
０

名
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
続
い
て
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
（
保
団
連
）
に
つ
い
て

て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

「
全
国
の
各
都
道
府
県
に
は
必

ず
保
険
医
協
会
・
保
険
医
会
が

あ
り
、
そ
の
連
合
体
と
し
て
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団

連
）
が
あ
り
ま
す
。
保
団
連
は

１
９
６
９
年
１
月
26
日
に
「
保

険
医
の
生
活
と
権
利
を
守

り
、
保
険
医
療
の
向
上
、
医
療

保
障
の
充
実
を
は
か
る
」
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
２
０
２

１
年
２
月
１
日
現
在
、
全
国
で

は
約
10
万
７
０
０
０
名
（
医
科

6
万
５
０
０
０
名
、
歯
科
4
万

２
０
０
０
名
）
の
医
師
・
歯
科

医
師
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
東

京
歯
科
保
険
医
協
会
も
保
団
連

の
構
成
団
体
で
す
」。

　
以
上
で
す
が
、
以
前
の
総
会

で
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
員

数
の
増
加
に
は
新
た
な
意
味
が

あ
り
そ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
貴

会
は
、
①
医
療
の
基
本
ベ
ー
ス

で
あ
る
保
険
医
・
保
険
診
療
に

つ
い
て
行
政
に
懇
談
・
要
請
、

②
市
民
・
患
者
視
点
の
姿
勢
も

持
つ
、
③
必
要
に
よ
り
意
見
・

声
明
な
ど
を
社
会
に
提
起
―
な

ど
を
重
視
、
実
施
し
、
そ
の
存
在

価
値
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
初
代
会
長
の
小
林
昌

平
氏
と
は
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
記
者
と
し
て
取
材
活

動
を
始
め
た
の
が
90
年
か
ら
な

の
で
、
２
代
目
会
長
の
大
多
和

彦
二
氏
と
は
、
緊
張
し
て
名
刺

交
換
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
以
後
、
中
川
勝
洋
氏
、
松

島
良
次
氏
、
坪
田
有
史
氏
の
各

会
長
と
は
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

▼
顔
と
な
る
機
関
紙
の
編
集

　
さ
て
、
貴
会
の
〝
顔
〟
と
な

る
機
関
紙
「
東
京
歯
科
保
険
医

新
聞
」
は
、
独
自
の
編
集
方
針

か
ら
し
て
注
目
す
べ
き
存
在
で

す
。
私
自
身
、
取
材
活
動
に
当

た
り
、
貴
紙
の
「
何
が
問
題
な

の
か
」「
何
に
注
目
し
て
い
る

の
か
」
を
参
考
に
し
て
い
ま

す
。
保
険
診
療
を
す
る
開
業
医

か
ら
す
れ
ば
、
日
々
そ
の
診
療

項
目
の
理
解
、
点
数
、
解
釈
な

ど
の
確
認
に
努
め
て
い
る
は
ず

で
す
の
で
、
貴
会
の
行
政
に
対

す
る
問
題
意
識
を
も
併
せ
、
一

目
置
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
臨

機
応
変
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
行
政
か
ら
の
資
料
を
基
に

し
た
デ
ー
タ
作
成
な
ど
、
説
得

力
の
あ
る
主
張
・
論
調
が
あ
る

か
ら
で
す
。
同
時
に
そ
れ
は
、

保
険
医
・
患
者
の
立
場
か
ら
の

論
点
が
あ
る
こ
と
の
証
左
で
し

た
。
評
価
す
る
時
は
評
価
、
し

か
し
問
題
が
あ
る
時
は
厳
し
い

指
摘
を
適
宜
し
て
い
ま
す
。

▼
熱
い
議
論
に
期
待

　
50
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
ネ
ッ
ト
時
代
を
迎
え

た
現
在
、
広
報
活
動
・
新
聞
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
時
代
の
趨
勢
を
理
解
し
な

が
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
の
活

動
を
し
て
い
る
も
の
と
、
私
は

理
解
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
デ

ジ
タ
ル
歯
科
学
会
学
術
大
会
の

中
で
、
木
本
克
彦
神
歯
大
教
授

は
講
演
の
最
後
に
、「
Ｉ
Ｔ
化

や
Ｄ
Ｘ
は
着
実
に
日
常
の
歯
科

の
臨
床
へ
浸
透
し
て
き
て
お

り
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
か
つ

て
、
中
医
協
会
長
を
務
め
た
土

田
武
史
氏
の
過
去
の
認
識
で
す

が
、「
歯
科
は
保
険
診
療
に
対

す
る
シ
ン
パ
シ
ー
が
薄
い
。
混

合
診
療
の
部
分
的
容
認
・
脱
保

険
へ
の
接
近
を
懸
念
」
と
、
某

専
門
紙
に
記
し
て
い
ま
し
た

（
07
年
６
月
）。
こ
れ
は
、
ま

さ
に
〝
保
険
診
療
の
在
り
方
・

範
囲
〟
な
ど
、
現
在
で
も
喫
緊

か
つ
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
東
京

歯
科
保
険
医
協
会
の
活
動
に
さ

ら
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

私も取材に伺った昨年の東京歯科保険医協会
第50回定期総会。コロナ禍にもかかわらず多
数の会員が訪れ、熱い議論を繰り広げていた

2009年６月20日、当時の舛添要一厚労大臣に
診療報酬改定に関する中医協答申を手渡す土田
武史会長(左)。土田会長は、翌年の貴会第37回
定期総会で記念講演の講師を務めたと記憶する

 世田谷地区は警戒を厳に

歯科診療所狙う窃盗事件多発歯科診療所狙う窃盗事件多発
事件遭遇時は≪身の安全≫を最優先に!!

　
本
年
４
月
以
降
、
世
田
谷
区

を
中
心
に
歯
科
診
療
所
を
狙
っ

た
窃
盗
事
件
が
相
次
い
で
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る

と
、
被
害
発
生
状
況
は
世
田
谷

区
４
件
、
調
布
市
１
件
の
少
な

く
と
も
５
件
。
被
害
は
、
現
金

が
入
っ
た
ま
ま
の
金
庫
や
レ

ジ
、
高
額
な
医
療
機
器
類
な
ど

が
そ
の
ま
ま
持
ち
去
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

　
窃
盗
現
場
は
防
犯
カ
メ
ラ
で

キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
お
り
、
診
療

所
玄
関
ド
ア
を
バ
ー
ル
な
ど
で

こ
じ
開
け
犯
行
に
至
る
。
防
犯

セ
ン
サ
ー
が
異
常
検
知
し
、
５

分
後
に
警
備
員
が
駆
け
つ
け
た

時
に
は
、
既
に
犯
人
は
逃
走
と

い
う
パ
タ
ー
ン
だ
。

　
歯
科
診
療
所
は
、
保
険
外
診

療
が
あ
る
た
め
、
釣
り
銭
な
ど

の
多
額
の
現
金
を
準
備
、
現
金

を
置
い
た
ま
ま
夜
間
は
無
人
に

な
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
、
こ

こ
を
狙
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
。

　
今
年
に
入
り
、
組
織
的
な
窃

盗
団
が
夜
間
に
限
ら
ず
白
昼
に

個
人
宅
や
貴
金
属
店
を
襲
う
事

件
が
多
発
し
て
い
る
。
も
し
窃

盗
犯
と
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
窃
盗
犯
と
の
対
峙
は

回
避
し
、
身
の
安
全
を
確
保
。

そ
の
後
速
や
か
に
警
備
会
社
や

警
察
に
通
報
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
。



４
月
27
日
、
森
元
理
事
（
保

団
連
副
会
長
）
と
橋
本
理
事

が
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務

化
、
健
康
保
険
証
廃
止
の
３
つ

に
つ
い
て
撤
回
を
求
め
、
山
岸

一
生
衆
議
院
議
員
（
立
憲
）、

長
妻
昭
衆
議
院
議
員
（
立

憲
）、
田
村
智
子
参
議
院
議
員

（
共
産
）、
山
添
拓
参
議
院
議

員
（
共
産
）
の
四
氏
に
法
案
の

問
題
点
や
歯
科
医
療
機
関
の
現

状
を
訴
え
、
要
望
書
を
提
出
し

た
。山

添
氏
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
営
利
団
体

に
情
報
提
供
さ
れ
利
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
十
分
に
国
民
に
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
ま
た

紛
失
し
た
際
の
対
応
な
ど
、
デ

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
が
、
問

題
点
や
危
険
性
に
気
づ
け
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
健
康

保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に
つ
い

て
、
歯
科
で
は
約
7
割
が
電
子

・
紙
媒
体
で
請
求
を
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
が
義
務
化
さ
れ
た

ら
大
き
な
混
乱
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。
ま

た
、
山
岸
氏
は
要
望
に
理
解
を

示
し
た
。

オンライン請求“オンライン請求“義務化”・オン資“義務化”・健康保険証“廃止”義務化”・オン資“義務化”・健康保険証“廃止”

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求〝〝
義
務
化
〟〟を
す
れ
ば

を
す
れ
ば

歯
科
は
大
変
な
こ
と
に

山岸一生衆議院議員
5
月
18
日
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
、
日

本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
（
医

労
連
）
と
と
も
に
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
強
制
を
や
め
て

健
康
保
険
証
廃
止
は
撤
回
を
！

５
・
18
院
内
集
会
」
を
行
い
、

67
万
６
千
899
筆
の
署
名
を
国
会

議
員
に
提
出
し
た
。
国
会
議
員

４
人
、
マ
ス
コ
ミ
７
社
８
人
を

含
め
て
現
地
参
加
200
人
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
550
人
、
計
750
人
が
参
加

し
、
こ
の
間
の
国
会
内
集
会
で

最
多
と
な
っ
た
。
当
会
か
ら

は
、
森
元
主
税
理
事
（
保
団
連

副
会
長
）
と
橋
本
健
一
理
事
が

参
加
し
た
。

国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
壊

同
集
会
に
は
、
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
荻
原
博
子
氏
が
ゲ

ス
ト
参
加
し
、「
社
会
保
障
は

誰
で
も
、
ど
こ
で
も
同
じ
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
国
民
皆
保
険
制
度
は
60
年

間
守
っ
て
来
た
制
度
。
こ
れ
を

破
壊
す
る
の
が
健
康
保
険
証
廃

止
で
あ
る
」
と
、
危
機
感
を
示

し
た
。

資
格
証
明
書
を
申
請
で
き

な
い
人
が
無
保
険
状
態
に

17
日
の
参
考
人
質
疑
で
参
考

人
と
し
て
意
見
陳
述
を
行
っ

た
、
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
全
国
連
絡
協
議
会
・
家
平

健
康
保
険
証
廃
止
は

「
国
民
皆
保
険
制
度
を
破
壊
す
る
」

会員優待
ご案内

東京歯科保険医協会では会員
の先生向けに「サンリオピューロ
ランド」など、各種優待サービスを
ご案内しております。ご希望の方
は、上記QRコードよりアクセス
し、必要事項明記の上、お申し込み
ください。

山添拓参議院議員

要
請
を
行
っ
た

の
は
、
以
下
の
各

氏
（
順
不
同
、
敬

称
略
）。

【
衆
議
院
】
山

岸
一
生
（
立
憲
）

長
妻
昭（
立
憲
）

【
参
議
院
】
田

村
智
子
（
共
産
）

山
添
拓（
共
産
）

「マイナンバーカード強制をやめて 健康保険証廃止は撤回を！５「マイナンバーカード強制をやめて 健康保険証廃止は撤回を！５・・18院内集会」18院内集会」

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
実

施
し
た
、「
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

署
名
」「
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
！

国
民
の
医
療
と
介
護
を
守
る
緊

急
請
願
署
名
」
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
請
願
署

名
」
は
約
３
千
500
筆
、「
負
担

増
ス
ト
ッ
プ
！
国
民
の
医
療
と

介
護
を
守
る
緊
急
請
願
署

名
」
は
約
２
千
筆
の
署
名
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
署
名
は
国
会

議
員
を
通
じ
て
国
会
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
本
紙
7

月
1
日
号
に
て
報
告
い
た
し
ま

す
。健

康
保
険
証
廃
止
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
な
ど
関
連
法
改
正

案
は
、
地
方
創
生
及
び

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
で
5
月
19
日
に
採
決

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
間
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
延
期

と
な
り
ま
し
た
。

万
が
一
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
た
場
合
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
た
な
い
人
は
、
資
格
証

明
書
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
も
資

格
証
明
書
も
利
用
者
自
ら
に
よ

る
申
請
が
必
要
と
な
り
、
申
請

が
難
し
い
高
齢
者
や
障
が
い
が

あ
る
方
は
、
健
康
保
険
証
が
な

い
「
無
保
険
状
態
」
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、
健
康
保
険
証
廃
止
を
撤
回

す
れ
ば
、
解
決
で
き
る
課
題
ば

か
り
で
す
。

引
き
続
き
「
現
行
の
健
康
保

険
証
」
を
守
り
、
国
民
が
安
心

し
て
医
療
、
介
護
に
か
か
れ
る

よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

署
名
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

悟
事
務
局
長
も
参
加
し
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
資
格
確

認
書
も
申
請
主
義
で
あ
る
。
申

請
で
き
な
い
人
に
対
す
る
責
任

は
誰
が
取
る
の
か
言
及
は
な
か

っ
た
。
こ
の
ま
ま
健
康
保
険
証

廃
止
が
進
め
ば
、
家
族
に
負
担

撤回を求め国会に署名を届けました撤回を求め国会に署名を届けました

全国から集めた署名

や
責
任
が
か
か
っ
て
く
る
。
障

が
い
者
や
高
齢
者
が
負
担
に
な

る
世
の
中
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
通
っ
て
か
ら
大
変
な
こ
と

に
な
っ
た
と
気
づ
い
て
は
遅

い
」
と
強
く
訴
え
た
。

一
本
化
は
法
的
に
も
誤
り

ま
た
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

（
日
弁
連
）
情
報
問
題
対
策
委

員
の
清
水
勉
弁
護
士
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
情
報

漏
洩
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た

め
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
理
解
し
、
管
理
が
で
き
る
人

が
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
申
請
主
義
と
な
っ
て

い
る
。
健
康
保
険
証
は
保
険
者

と
被
保
険
者
の
契
約
の
証
明
で

あ
り
、
申
請
主
義
に
な
る
わ
け

が
な
い
。
制
度
設
計
が
違
う
の

を
無
理
や
り
一
本
化
す
る
の

は
、
シ
ス
テ
ム
的
に
も
法
的
に

も
誤
り
で
あ
る
」
と
問
題
点
を

指
摘
し
た
。

そ
の
他
、
自
治
体
や
介
護
施

設
、
障
害
者
施
設
な
ど
様
々
な

現
場
か
ら
健
康
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
た
際
の
問
題
点
が
提
起
さ

れ
た
。

67 万余を国会に提出を国会に提出

（ 1 1） 第６３９号 ２０２３年（令和５年）６月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト

製作、運用、コン

サルティングを行

い歯科関連サイト

の運用は常時120

件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

こ
こ
最
近
の
本
連
載
で
は
、

レ
セ
コ
ン
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
の
管
理
、
運
用

上
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
関
す
る
内
容
を
執
筆
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
会
員

の
先
生
方
か
ら
「
ク
ラ
ウ
ド
、

サ
ー
バ
ー
、
何
の
こ
と
や
ら
理

解
で
き
ず
…
」「
初
心
者
も
わ

か
る
よ
う
な
解
説
が
ほ
し
い

！
」「
用
語
が
難
し
く
て
大

変
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
関
連
し
た

基
本
的
な
用
語
を
解
説
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
用
語
が
あ
る
の
で
、
こ
の
連

載
だ
け
で
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん

が
、
ネ
ッ
ト
関
係
の
業
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
や
、
自
院
の
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
え
る
時
の
た
め
な

ど
…
何
か
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど

う
ぞ
。

◆
自
院
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や
ネ

ッ
ト
回
線
、
シ
ス
テ
ム
関
連
の

疑
問
、
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

※
い
た
だ
い
た
質
問
す
べ
て
に

回
答
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

初
心
者
向

初
心
者
向
けけ 

ITIT
用
語
用
語
をを
解
説
解
説

用語 解説解説

サ

ー

バ

ー

たくさんのコンピューター同士をつなげて使用するときの情報

やデータを管理する役割を持つコンピューターのことを指しま

す。イメージとしては、サーバーは大きな図書館の司書のような

存在であり、人々が必要な情報を探し出す手助けをしてくれる

存在です。

ク
ラ
ウ
ド

インターネット上にあるデータを管理する領域を指します。ク

ラウドにはデータだけでなくアプリケーション（アプリ）も置く

ことができます。名前の通りクラウドとはインターネット上に

漂う雲のような存在です。手元のパソコンやスマホで、その雲に

つながってアプリやデータのやり取りを行うため、医院や自宅、

出張先からでも同じデータを利用することができます。

ブ
ラ
ウ
ザ

インターネット上のホームページを開くアプリです。例えば、ブ

ラウザはインターネットの窓のようなものであり、自分が興味

のあるウェブページや情報を探すための窓口となります。通常

「インターネットを見る」「ホームページを開く」時に使っている

アプリのことです。

IP
ア
ド
レ
ス

ネットワーク上の住所のようなものであり、データや情報がど

のコンピューターに届くかを指定するために使用されます。メ

ールやホームページにもそれぞれ固有の住所（IPアドレス）があ

ります。サーバーが図書館の司書だとしたらIPアドレスは本が

置いてある場所を意味します。
質問入力フォームは

こちら

新
規
会
員

登
録
ペ
ー
ジ



今
か
ら
も
う
十
何
年
前
…
。

父
の
晩
年
の
頃
に
も
あ
っ

た
、
所
謂
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
変
換
期
。
手
書
き

の
レ
セ
プ
ト
を
光
デ
ィ
ス
ク
に

す
る
「
イ
ヤ
ァ
〜
！！
」
そ
れ
は

な
か
な
か
当
時
の
老
齢
の
枠
に

入
っ
た
医
師
た
ち
に
と
っ
て

は
、
頭
の
痛
い
話
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
現
在
、
そ
の

波
が
ま
た
押
し
寄
せ
て
来
て
い

る
。厚

生
労
働
省
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
へ
の
移
行
を
求
め
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
が
提
案
さ
れ

た
と
。
今
度
は
光
デ
ィ
ス
ク
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
変
わ
れ

と
言
う
。

そ
れ
に
対
し
て
保
団
連
は
、

請
求
省
令
の
改
正
を
視
野
に
入

れ
た
実
質
「
義
務
化
」
案
に
対

し
、
抗
議
声
明
を
出
し
た
。
高

齢
や
小
規
模
を
理
由
に
今
ま
で

通
り
の
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る

請
求
を
選
択
出
来
る
様
に
と
の

配
慮
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
ま
だ
浸
透
に
は
覚
束
無
い

状
況
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
保
険
証
を
組
み
込
ん
で
（
こ

れ
は
コ
ン
ビ
ニ
で
簡
単
に
出
来

る
そ
う
で
す
）
使
用
す
る
と
い

う
方
法
。
考
え
た
だ
け
で
も
、

そ
う
ス
ン
ナ
リ
と
患
者
さ
ん
側

も
一
斉
に
…
と
は
考
え
づ
ら
い

こ
と
等
を
踏
ま
え
た
上
で
行
動

を
起
こ
し
て
い
く
。

我
が
身
も
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
た
。
身
体
の
動
き
、
頭

の
回
転
も
以
前
の
様
に
は
？！
ア

ナ
ロ
グ
→
デ
ジ
タ
ル
→
Ａ
Ｉ
と

変
化
し
て
い
く
昨
今
。
十
年
一

昔
と
言
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る

人
は
何
人
居
る
だ
ろ
う
か
と
考

え
て
し
ま
う
ほ
ど
、
世
の
中
の

動
き
の
早
さ
に
は
目
を
見
張

る
。以

前
だ
っ
た
ら
、
も
う
少
し

機
敏
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
こ

の
過
渡
期
の
波
に
な
か
な
か
乗

れ
な
い
人
た
ち
の
こ
と
も
大
切

と
、
保
険
医
協
会
の
働
き
は
グ

ッ
!!
と
意
味
を
持
つ
の
で

す
。
い
ず
れ
若
い
人
た
ち
は
、

何
歩
も
先
に
進
ん
だ
世
界
を
歩

む
。
そ
の
こ
と
も
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
何
年
も
診
療
を

続
け
て
来
て
、
ま
だ
ま
だ
と
意

欲
の
あ
る
方
々
も
し
か
り
。

協
会
活
動
は
そ
の
間
に
入
り

な
が
ら
も
国
家
と
戦
い
、
活
動

を
続
け
て
い
る
。
例
え
る
な
ら

ば
、
人
の
心
と
な
る
部
分
を
受

け
持
つ
保
険
医
協
会
に
エ
ー
ル

を
贈
り
、
そ
の
中
枢
と
な
っ
て

い
く
方
々
が
Ａ
Ｉ
に
対
抗
出
来

る
様
な
優
し
さ
を
持
つ
勝
れ
た

人
た
ち
に
委
ね
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

サ
テ
、
歯
を
磨
い
て
サ
ッ
パ

リ
し
ま
す
!!

「過渡期」

川戸  二三江
（副会長／渋谷区）

◆
中
医
協
を
中
心
に
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
関
す

る
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
改
定
を
望
ま
れ
ま

す
か
。
ま
た
は
、
何
を
改
善

し
て
ほ
し
い
で
す
か
。

・
初
・
再
診
料
の
引
き
上
げ
。

・
初
・
再
診
料
を
医
科
と
同
等

に
す
る
べ
き
。�

（
他
１
件
）

・
医
科
に
あ
る
外
来
管
理
加
算

の
よ
う
な
処
置
が
な
け
れ

ば
、
再
診
料
に
加
算
で
き
る

点
数
の
新
設
。

・
物
価
上
昇
分
の
診
療
報
酬
を

引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

・
医
療
に
も
物
価
高
騰
に
応
じ

た
点
数
引
き
上
げ
を
期
待
し

た
い
で
す
。　　
（
他
３
件
）

・
材
料
費
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
難
易
度
は
評
価

に
反
映
さ
れ
て
な
い
と
思
う

の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
定
期
的
に
受
診
さ
れ
る
患
者

さ
ん
に
は
、
若
干
初
診
料
を

安
く
す
る
と
か
、
か
か
り
つ

け
患
者
へ
の
優
遇
措
置
等
を

導
入
し
て
ほ
し
い
。

・
オ
ン
資
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
加
算
点
数
ア
ッ
プ
。

・
第
２
大
臼
歯
が
欠
損
し
て
い

る
場
合
の
第
１
大
臼
歯
、
第

２
大
臼
歯
へ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

イ
ン
レ
ー
の
適
応
を
認
め
て

ほ
し
い
。

・
指
導
料
の
よ
う
に
形
の
な
い

も
の
で
は
な
く
、
処
置
の
よ

う
に
患
者
が
分
か
り
や
す
い

も
の
の
点
数
を
大
幅
に
引
き

上
げ
て
ほ
し
い
。

・
根
管
治
療
、
根
管
貼
薬
等
、

明
ら
か
に
実
際
の
費
用
、
人

 

２
０
２
３
年
度
第
１
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
指
摘

健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
指
摘

　
　
　
　
　
　「
資
格
確
認
書
」の
発
行
に
対
し
懸
念
の
声

協
会
は
５
月
12
日
、
第
１
回

（
通
算
95
回
）
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
。
松
島
良
次

副
会
長
が
説
明
、
広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂
美
都
理

事
が
司
会
を
務
め
、
関
連
メ
デ

ィ
ア
各
社
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
①
健
康
保
険
証
廃

止
（
理
事
会
声
明
ほ
か
）、
②

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
原
則
義
務
化

に
つ
い
て
（
政
策
委
員

長
談
話
ほ
か
）、
③
オ

ン
資
「
義
務
化
」
撤
回

訴
訟
ほ
か
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
や
電
気

料
金
高
騰
に
伴
い
協
会

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
議
題
に
懇
談
し

た
。

  

マ
イ
ナ
保
険
証
は

  

謎
が
多
い
制
度

健
康
保
険
証
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
協
会
が

発
表
し
た
理
事
会
声
明

を
も
と
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

一
本
化
さ
れ
る
こ
と
の
リ
ス
ク

を
紹
介
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所

持
し
て
い
な
い
場
合
、〝
申
請
〟

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
資
格
確

認
書
の
話
題
に
な
る
と
、
参
加

者
か
ら
は
「
制
度
の
隙
間
に
入

っ
て
し
ま
い
、
医
療
が
受
け
ら

れ
な
い
人
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
」
と
懸
念
す
る
意
見
が

出
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
エ

ラ
ー
表
示
や
誤
登
録
の
問
題
に

も
触
れ
、「
謎
が
多
い
制
度
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
声
も
聞
か

れ
た
。
な
お
、
参
加
メ
デ
ィ
ア

は
後
日
、
自
社
媒
体
を
通
じ
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点
に
つ

い
て
報
じ
た
。

会場内とZOOM参加の人たちとのやり取り

 ８月１日から

書籍購入時の送料が変更となります

購入冊数 送料
7月31日まで

送料
8月1日～

送料
値上げ金額

      1～  6冊   667円         678円         11円

      7～17冊   865円         942円         77円

18～34冊 1,082円 1,225円 143円

 【例】患者提供文書を購入した場合の送料の変更額　（税込）

　※書籍購入時は、代金引換となり書籍代・送料・代引手数料をお受け取り
　　の際にお支払いいただきます。
　※送料は、サイズ・重さ・届け先により異なりますのでご了承ください。
　◆お問い合わせは協会組織部（☎03－3205－2999）までご連絡を。

　この度、ヤマト運輸株式会社より、資源・エネルギー価格や原材料価格
の上昇など物価高騰の影響を受け、送料を値上げするとの連絡がありま
した。会員の皆様にはできる限り影響がないよう交渉を行って参りまし
たが、本年 8 月 1 日（ 7 月31日受付分）より送料の金額を変更させてい
ただくこととなりました。購入時には、ご理解のほど、よろしくお願いい
たします。
　また、協会事務所でも購入できますので、ご希望の方は事前にご連絡
ください。
　ご不明な点は協会組織部（☎ 03－3205－2999）までご連絡ください。

件
費
を
下
回
っ
て
い
る
点
数

の
ア
ッ
プ
と
補
管
の
点
数
ア

ッ
プ
。
補
綴
物
の
点
数
に
比

べ
、
管
理
の
点
数
が
低
す
ぎ

る
。
ま
た
は
補
管
を
な
く
し

て
２
年
縛
り
を
や
め
て
ほ
し

い
で
す
。

・
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
少

し
で
も
診
療
に
見
合
っ
た
点

数
に
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

・
点
数
い
じ
り
で
は
な
く
、
簡

単
明
瞭
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て

ほ
し
い
。

・
小
さ
な
点
数
の
変
更
に
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

・
診
療
報
酬
は
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
、
大
し
て
上
が
ら
な

い
。
こ
の
30
年
を
見
て
い
て

分
か
る
の
で
、
期
待
し
て
い

な
い
。
そ
れ
に
診
療
報
酬
を

引
き
上
げ
れ
ば
、
患
者
側
窓

口
負
担
が
増
え
る
た
め
、
面

白
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

よ
り
は
、
医
療
従
事
者
の
税

金
の
控
除
、
助
成
金
を
新
設

し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
ち
ら
に
舵
を
切
っ

た
ほ
う
が
賢
い
方
法
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

・
長
い
間
開
業
し
て
い
る
が
、

診
療
報
酬
改
定
の
意
味
が
今

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

・
歯
科
技
工
士
の
苦
労
と
手
間

を
加
味
し
た
改
定
。

・
希
望
が
見
え
な
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
、
来
年

秋
に
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
患
者

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を

し
て
い
ま
す
か
。

・
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
様

子
。
い
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

も
多
い
。

・
既
に
保
険
証
と
紐
付
け
し
て

い
る
患
者
は
も
う
興
味
な
い

し
、
紙
の
保
険
証
の
患
者
は

ま
だ
余
り
深
く
考
え
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
が
紐
づ
い
て
い
な

い
患
者
さ
ん
は
、
端
末
が
エ

ラ
ー
と
な
り
、
わ
か
り
づ
ら

い
で
す
。

・
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
な
い
よ

う
で
す
。�

（
他
１
件
）

・
ほ
と
ん
ど
の
方
が
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

・
患
者
さ
ん
は
、
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
今
ま

で
通
り
、
健
康
保
険
証
を
使

っ
て
い
ま
す
。

・
受
診
の
度
に
マ
イ
ナ
保
険
証

を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
通
し

て
操
作
す
る
手
間
に
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

・
ま
だ
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
持
参
の

方
は
1
割
に
満
た
な
い
状
況

な
の
で
、
廃
止
の
実
感
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。

・
患
者
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
も

っ
て
き
た
の
は
２
カ
月
で
２

人
だ
け
。
全
患
者
の
一
割
に

も
満
た
な
い
で
す
。

▼
お
詫
び
と
訂
正　
本
紙
第
638
号（
２
０
２
３
年
５
月
１
日
号
）第

12
面
、「
歯
科
医
師
2
氏
が
再
選
果
た
す
」の
記
事
中
、永
沼
克
之
氏

の
誕
生
年
は
１
９
５
３
年
で
は
な
く
、正
し
く
は
１
９
６
９
年
で
し

た
。お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り  

№№
１３4１３4１３４１３４

機
関
紙
５
月
号
に
つ

い
て
通
信
員
50
名
の

便
り
の
中
か
ら
抜
粋

し
ま
し
た
。

（ 1 2）第６３９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）６月１日 （第三種郵便物認可）
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